
韻

鏡

序

の

一
、
序

例

の

構

成

韻
鏡
の
巻
首
に
あ
る
序
文

ｏ
序
作
お
よ
び

「
帰
字
例
」
以
下

の
凡

例

を

一
括
し

て
、

「
韻
鏡
序
例
」
と
呼
ん
で
い
る
。
序
例
と
は
序
文

ｏ
凡
例
の
意
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
ら
の
全
文
は
南
宋
の
張
麟
之
の
手
に
成

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
通
し

て
、
張
氏
が
韻
鏡
そ
の
も
の
を
如
何
に
解
し
た
か
を
知
り
、
且
つ
こ
の
張
氏
序
例
を

日
本

の
韻
学
家
た
ち
が
如
何
に
注
疏
し
た
か
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿

の
日

的
で
あ
る
。

さ
て
、

「
読
書
難
」
に
始

ま

る
序

文
、
こ
れ

を
今

「
第

一
序
」
と
名
づ

け
、

「
韻
鏡
序
作
」
と
題
せ
る
序
文
を

「
第
二
序
」
と
仮
称
す
る
。
第

一
序
と
第
二
序
と

の
間
に
は
凡
そ
四
十
二
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
る
。
今
、
序
例
の
全
部
を
通
覧
す

る
に

「
三
十
六
字
母
括
要
図
」
お
よ
び

「帰
字
例
」
以
下
の
凡
例
は
、
第

一
序
に
直

接

つ
づ
い
て
出
来
あ
が
っ
た
も
の
で
、
第
二
序
と

「
調
韻
指
微
」
と
は
後
年
に
至

っ

て
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
せ
ら
れ
る
。
従

っ
て
本
稿
で
は
現
に
見
ら
れ
る
韻
鏡
序
例

の
う
ち
、
第
二
序
と

「
調
韻
指
微
」
と
を
最
後
に
ま
わ
し
て
、
即
ち
成
立

の
順
に
並

べ
か
え
て
、
そ
の
順
で
検
討
を
進
め
る
つ
も
り
で
あ
る
。

第

一
序
以
下
の
諸
項
と
、
第
二
序
以
下
の
そ
れ
と
の
著
し
い
差
異
は
、
前
者
の
趣

例

方県異告

`弯

んなた菅あ謂序E次 燿戻

芳言三理.:ゑ 詈ζ tt I」 異Si辱
°
よ

分 の 序
Lつ ｀

の つ Vこ く も て 第 あ

討

（
Ｌ上
）

沢

諄

治
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は
ど
う
か
と
言
う
に
、
こ
れ
は
改
字
の
煩
を
厭

っ
て
そ
の
ま
ま
捨
て
置
か
れ
た
も
の

と
見
る
よ
り
外
は
な
い
。

第
二
序
と

「
調
韻
指
微
」
と

に
は

「
韻
鏡
」
と

だ

け

あ

っ
て

一‐韻
鑑
」
と
は
な

い
。
第
二
序
と

「
調
韻
指
微
」
と
が

一
体
不
離

の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
前
に
も
述

べ

た
が
、
こ
の
鏡
字

の
使
い
方
も

一
致
し
て
居
り
、
両
者
と
も
鄭
樵

の
言
を
引
い
て
韻

鏡
を
歎
美
し
て
い
る
点
な
ど
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
通
り
で
あ
る
か
ら
、
韻
鏡
を
特
に

「
指
玄
」
の
名
で
呼
ん
だ
り

（注
１
）
、

或
は

「
韻
鑑
」
と
称
し
た
り

（注
２
）
す
る
の
は

一
種

の
偏
解
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、

更
に
こ
れ
を

「
洪
韻
」
と
い
う

（注
６
）
に
至

つ
て
は
全
く
の
誤
解
と
云
わ

ね
ば
な

ら
ぬ
。
な
お
、
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
単
に

「
韻
鏡
」
と
呼
ぶ
場
合
は
す
べ
て
略
称

な
わ
け
で
あ
る
。

（注
１
）
毛
利
貞
斎

「韻
鏡
秘
訣
袖
中
抄
」
。
元
廠
八
年
刊
。

（注
２
）
河
野
通
清

「韻
鑑
古
義
標
注
」
。
亨
保
十

一
年
刊
。

（注
６
）
釈
行
智

「
洪
韻
解

（“
）
」
江
戸
末
期
写
。
洪
韻
に
つ
い
て
は
第
二
序
に
述
べ
る
。

二
、
第

　

　

　

一　

　

　

序

○
書

ヲ
読

ミ

テ
難
字

ノ
過

グ

ル

コ
ト

ハ
、
音

切

ワ

知

ラ
ザ

ル
ノ
病

ナ

「
難
字
過

一
の
訓
み
方
も
意
義
も
古
来
明
瞭
を
欠
く
が
、
こ
れ
は
杜
甫
の
詩

（注

１
）
に

一
読
書
難
字
過
、
対
酒
満
壺
頻
」
と
あ
る
句
を
そ
っ
く
り
襲

っ
た
も
の
と
見

れ
ば
理
解
が
容
易
で
あ
る
こ
杜
甫
の
詩
意
で
は
、
自
己
の
詩
境
を
詠
じ
て
、

「
読
書

し
て
も

一
字

一
句
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
読
み
に
く
い
文
字
に
遭
え
ば
さ
つ
さ
と

飛
ば
し
て
読
み
進
む
が
、
反
対
に
、
酒
杯
を
手
に
し
て
は
、
い
か
に
も
こ
れ
に
未
練

が
あ
り
、
幾
度
も
壺

の
酒
を
か
え
て
楽
し
む
」
と
云

っ
た
瀬
趣
を
述

べ
た
も
の
で
あ

る
。
所
が
、
こ
こ
の

コ
嗣
書
難
字
過
」
は
杜
詩

の
成
句
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
た
だ
け

で
、
そ
の
趣
旨
は
全
く
違
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

「
難
解

の
文

字

を
徒
過
す

る
、
即
ち
、
い
い
加
減
に
飛
ば
し

て
し

ま

う
の
は
」
の
意
で
あ
る
。　
コ
日
切
」
は

「
音
韻
の
反
切
」
と
解
し
て
よ
ろ
し
か
ろ
う
。

▽

「
難
字
過
」
は
詩
句
と
し
て
の
構
成
上

（満
壺
頻
に
対
し
て
）
過
字
を
下
に
置
い

た
の
で
あ
る
の
「
切
要
抄
」

（注
ι

に
は

「
書
ヲ
読

ン
デ

難

字

ヲ
過
グ
ル
」
と

訓
ん
で
い
る
が
同
じ
意
で

あ
る
ｃ　
一
開
合

（注
６
）
」
に
は
、　
一‐病
」
を

「
ウ
レ

ヱ
」
と
、　
一
袖
中
抄
」
に
は

「
ヤ
マ
ヒ
」
と
訓
じ
て
あ
る
が

「
ヘ
イ
」
と
音
読
す

る
の
が
よ
か
ろ
う
．
古
抄
本
で
は
元

徳
三
年
の
玄
恵
抄

（注
５
）
に

「
難
字
ノ
ア

ヤ
マ
テ
ル
コ
ト
ハ
音
切
ノ
ッ
マ
ビ
ラ
カ
ナ
ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
ザ
レ
バ
ナ
リ
」
、
覚
算

の
私
抄
略
に
　
難
字
ノ
ア
ャ
マ
リ
ア
ル
コ
ト
ハ
音
切
ノ
ツ
マ
ビ
ラ
カ
ナ
ル
コ
ト
ヲ

知
ラ
ザ

レ
バ
ナ
リ
‐一
と
、
両
者
と
も
杜
詩
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

後
ド
の
も
の
で

は

あ

る
が

「
韻
会
小
補
」

（注
６
）
の
序
に

一‐過
二
難
字
一以
為
レ

快
」
と
い
う
用
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
正
し
く
杜
詩

の
趣
を
踏
ん
で
い
る
。

▽

一
難
字
過
」
の
出
典
に
つ
い
て
は
切
要
抄
に

一‐切
韻
指
学
図
」
に
お
け
る
童
南

一

の
序
文

の
句

一
頓

二
読
書
難
字
過
ノ
累
ナ
キ
■

一
快
ナ
リ
」
を
引
い
て
い
る
が
、

こ
の
序
文
は
張
氏
第

一
序
よ
り
四
十
年
も
後
れ
て
成

っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
出
典

に
は
な
ら
ぬ
．
開

卜
は

一
陶
淵

明

ガ
詩

句
ャ
杜
子
美
ガ
詩

二
亦

コ
レ
有
り
、
淵

明

・
子
美
ガ
意

ハ
難
字

ハ
読

ム
ニ
苦
労
ナ
レ
バ
過
超

エ
テ
読

ミ
ヤ
ス
キ
所
バ
カ
リ

フ
慰

ミ
ニ
読
ム
ト
ナ
リ

）^
今

ハ
コ
ノ
語
ヲ
借
リ
テ
作
意

ハ
別
ノ
事
ヲ
云
ウ
タ
、ソ
睦

と
正
解
し
、
更
に
南

一
の
句
を
も
挙
げ
て
い
る
．
袖
中
抄
は
淵
明
の
本
文
を
引
い

て
い
る
が
子
美

の
句
に
は
触
れ
な
い
。

「
諸
抄
大
成
」

（注
７
）
は
淵
文

・
杜
詩
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と
も
に
引
い
た
が
、

「
貫
酒
満
壺
頻
」
Ｌ
し
、

「
秘
伝

抄
」

（注
８
）
に
も

‐―――‐
者

を
引
い
て
、
詩
は

「
貰
酒
」
と
し
た
。
貫
酒
は

ま

さ

し

く
貰
酒
の
誤
刻
と
思
わ

れ
、
貰
は

「
を
ぎ
の
ふ
」
で
掛
け
買
い
す
る
意
で
あ
る
の
陶
淵
明
の
句
と
い
う
の

は
五
柳
先
生
伝
に
あ
る

「
始
読
書
、
不
レ
求
二
甚
解
一、
毎
レ
有
二
思
解

一、
便

欣
然

亡
耀
食
」
を
指
す
の

の
解
の
外
に
正
し
い
解
を
も
記
し
て
あ
る
ぃ

（注
１
）
杜
詩
の
題
は

「漫
成
詩
。」
（注
２
）
釈
往
誉

「韻
鏡
切
要
抄
。」
寛
水
三
年
刊
。

（注
６
）
自
等
庵
宥
朔

「韻
鏡
開
奮
。」
寛
永
四
任
刊
。

（注
４
）
元
徳
三
年
玄
恵
写

「
韻
鏡
抄
。」
岩
崎
文
庫
蔵
。

（注
５
）

「指
微
韻
鏡
私
抄
略
」

（昭
和
十
一
年
影
印
）

（注
６
）
明
、
方
日
升

「
古
今
韻
会
小
補
。」

（注
７
）
馬
場
信
武

「韻
鏡
諸
抄
大
成
」
、
宝
永
二
年
刊
Ｑ

Ｏ
誠

二
能

ク
切

二
依

リ

テ
以

テ
音

ヲ
求

メ
、
音

二
即

キ

テ

字

ヲ
知

ル
。

反
切
に
よ
つ
て
正
し
い
字
音
を
知
り
、
正
音
に
よ
ヨ
に
字

義

を

知

る
の
意
で
あ

る
。　
一
字
に
数
音
あ

っ
て
異
義
を
兼
ね
る
時
は
、
正
音
を
確
定
す
れ
ば
之
に
相
応
す

る
字
義
が
お
の
ず
と
確
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば

「
楽
」
の
字
を
知
る
に
、
五

角
切
な
ら
ば
入
声
で
ガ
ク
、
音
楽
の
義
で
あ
り
、
虞
各
切
な
ら
ば
同
じ
く
入
声
で
ラ

ク
、
楽
し
む
の
意
、
魚
教
切
な
ら
ば
去
声
で
ゲ
ウ
、
好
む
の
義
と
い
っ
た
如
き
で
あ

る
。
こ
の
節
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
っ
て
紛
然
と
し
て
い
る
。
切
要
抄
は
二
義
あ
り

と
し
て

（
一
）
例
え
ば
集
韻
に

「

り
、
か
く
反
切
に
よ
つ

と
い
う
字
義
を
知
る
、

貧
一）
多
寒
の
切
か
ら
、

々
。

「
衣
不
重
也
」
と
あ

「
衣
の
多
く
無
い
」

開
直
Ｌ
田
半

で
字

の
軽
重

ｏ
清
濁

ｏ
四

声

を
知

り
、
後
半
で
字
義
を
知
る
と
解

し
、

「承
真
切
、
臣
」
を
例
と
し
、
承
真
の
二
字
に
依

っ
て

「
上
ハ
共
ノ
対

二
承
事

シ
、
下
、
其
ノ
心
ヲ
真
実

ニ
ス
ル
、
コ
レ
臣
ノ
道
ナ
ル
」
意
を

知

る

と
説
い
て
い

る
。

「
遮
中
抄
）

（注
１
）
も
こ
の
意
で
あ
る
。
こ
う
い
う

例
は
、
広
韻

に
も

「
莫

計
切
、
謎
」

一‐莫
奔
切
、
門
」

「
知
恋
切
、
囀
」
な
ど
が
あ
り
、
礼
部
韻
略
と
集
韻

と
に
共
通
す
る
も
の
に

「
居
卿
切
、
京
」

「
祖
似
切
、
子
」
、
広
韻

・
礼
韻

ｏ
集
韻

に
共
通
す
る
も
の
に

「
苦
悶
切
、
困
」

「
徒
臥
切
、
惰
」

「
思
積
切
、
昔
」
な
ど
が

あ
る
が
、
も
と
よ
り
数
が
少
な
く

一
般
を
律
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
諸
抄
大
成
は

正
し
く
解
し
、
後
半
の
例
と
し
て
、

「
振

ハ
平
声
ノ
時

ハ
之
仁
切
、
厚
也
、
去
声
ノ

時

ハ
之
刃
切
、
動
也
」
を
挙
げ
て
い
る
。
袖
中
抄
は
、
前
半
は
頭
音
を
知
る
こ
と
、

後
半
は
帰
納
字
を
探
り
知
る
こ
と
と
独
断
し
、
前
記
の
開
食
や
遮
中
抄
を
嘲
笑
し
た

の
は
よ
い
が
、
同
著
者
の
秘
伝
抄
に
至

っ
て
諸
抄
大
成

の
振
字
の
例
を
も

一
笑
に
足

ら
ず
と
罵
倒
し
、

「
若

シ
両
音
ナ
キ
字
、
独
音
ナ
ラ
バ
如
何
弁
ゼ
ン
ヤ
」
と
攻
撃
し

て
い
る
の
は
見
当
ち
が
い
で
あ
る
。
両
音
の
な
い
簡
単
な
字
な
ら
ば
難
字
と
し
て
扱

う
要
は
あ
る
ま
い
。

○
故

二
酒

ヲ
載

セ
テ
人

二
問
フ
ノ
労
ナ
シ
。
学

者
何
ゾ
是

レ
ヲ
以

テ
緩

卜
為

シ
テ
急

ニ
セ
ザ
ル
ヤ
。

「載
酒
間
人
」
は
漢
の
楊
雄
の
故
事
。
漢
書
列
伝
の
楊
雄
伝
に

「博
覧
ニ
シ
テ
見

▽   ▽
前 反 ¬
掲 切 音
の ゾ 切
古 睦 ヒー
抄 と は｀
し 切

玄  ｀ 要
恵 諸 抄
抄 抄 0

と 大 和h
覚 成 中
算 も 抄
私 秘 に
抄 伝 説
「
1各  抄  か
と  も  つ

ゞ

ケこ こ  ｀
は れ 開
方1 に 合
イf従 に
||「1 つ ¬
供J た f計
)こ   
の  ハ

ニ   七
訓1  音
を   四
降l   テ|「
し    ブ

｀

市r   明
掲   ハ

単 云 て 余
衣 々 ¬ 1
な  ° 多夕‐イ

有睡ム  ｀
ヒ 多
の 寒
音 切
を L
矢「| は
る -1
と 説
1司  :文
時 ヒ
)■   )こ



ザ
ル
所
ナ
シ
。
家
業
貧

シ
ク
シ
テ
酒
ヲ
嗜

ム
。
人
ノ
其
ノ
門

二
至
ル
コ
ト
希
ナ
リ
。

時

二
好
事
ノ
者
ア
リ
、
酒
肴
ヲ
載

セ
テ
従

ツ

テ
遊

学

ス
睦
と
あ
り
、
叉
、
王
維
の

「
岐
王

二
従
ツ
テ
楊
氏
ノ
別
業
ヲ
過
グ
、
応
教
詩
」
に

一楊
子
ノ
経
ヲ
談
ズ
ル
ト
コ

ロ
、
准
ｌｉ
酒
ヲ
載
セ
テ
過
グ
」
の
句
が
あ
る
。

○
余

嘗

テ
斯
学

二
志

ア
リ
、

独

師

承

ナ

キ
ヲ
恨

ム
。

既

ニ

シ
テ
友

人

ノ

指

微

韻
鏡

一
編

ヲ
授

ク

ル

ヲ
得

タ

リ
。

（
割
注
。
微

字
、

聖
祖

ノ
名

ノ
上

一
字

ヲ
避

ク
。
）

斯
学
は
，あ

場
合
韻
学
。　
一
既

ニ
ン
ア
友
人
ヲ
得
タ
リ
、
指

微

韻

鏡

一
編
ヲ
授

ク
」
と
訓
ん
で
い
る
抄

（
袖
中
抄

ｏ
諸

抄

大
成

・
秘
伝

抄
）
も
あ
る
。
袖
中
抄
に

「
第
恨

ム
ラ
ク
ハ
ーーーーｉ
承
ナ
キ
ヲ
室
と
し
て
あ
る
が
、
そ
う
い
う
本
文

の
書
も
あ

っ
た

と
見
え
る
。
諸
抄
大
成
は

一‐独
り
恨

ム
ラ
ク
ハ
」
と
訓
ん
だ
。

▽
張
氏
が
韻
鏡
を
友
人
か
ら
授
け
ら
れ
た
年
は
、
第
二
序
に
よ
り
二
十
才
と
知
ら
れ

て
居
り

「
コ
レ
ヨ
リ
研
究

ス
ル
コ
ト
今

二
五
十
載
」
と
い
う
句
か
ら
、
第
二
序
を

書
い
た
嘉
泰
三
年
は
張
氏
七
十
才

の
時
と
し
、
之
を
逆
算
す
れ
ば
、
第

一
序
を
も

の
し
た
紹
興
三
十

一
年
は
張
氏
二
十
七
才

の
時
に
当
る
。

▽
聖
祖

の
名

の
上

一
字
を
避
け
た
こ
と
に
就

い
て
私
抄
略
以
下

の
諸
抄
は
、
礼
記
の

曲
礼
に
あ
る

「
二
名

ハ
偏
諄

セ
ズ
」
の
句

を

引

き
、

「
ヒ
ト
ツ
ヒ
ト
ツ
ハ
講

マ

ズ
」
と
訓
ん
だ
リ
　
ア
マ
ネ
ク
ハ
講

マ
ズ
」
と
訓
ん
だ
り
し
て
苦
労
し
て
説
い
て

い
る
が
、
こ
れ
は
聖
祖

の
名
を

「
玄
微
」
と
い
う
と
誤
り
心
得
た
か
ら
で
、
切
要

抄

。
開
食

ｏ
袖
中
抄
も

同

轍

を

ふ
ん
で
い
る
。
諸
抄
大
成
は
流
石
に
聖
組
の
名

を

「
玄
朗
」
と
正
し
く
出
し
て
居
り
、
秘
伝
抄
は
之
に
よ
っ
て
改
め
た
。

▽
宋
の
聖
祖
と
い
う
の
は
実
在
の
人
物
で
は
な
く
、
神
人
と
し
て
現
わ
れ
、
大
中
祥

符
の
天
書
を
下
し
た
遠
祖
の
霊
で
あ
る
。

「
古
義
標
注
」
に
も
引
い
た

「
仏
祖
統

記
」

（注
１
）
巻
四
十
五
に
よ
れ
ば

「
大
中

祥
符
四
年
十

月
八
日
、
天
神
、
禁
中

ノ
延
恩
殿

二
降

ル
。
冠
服
、
元
始
天
尊
ノ
如

シ
。
上

二
命

ジ
“

セ
シ
メ
テ
謂
テ
日

ク
、

『吾

ハ
人
皇
九
人
ノ

一
二
シ
テ
趙
姓
ノ
始
組
ナ
リ
。
再
降

シ
テ
ハ
乃
チ
軒
憤

皇
帝
ク
リ
。
吾

レ
後
唐
ノ
時
ヲ
以
テ
下
降
シ
テ
下
方
ヲ
総
治

シ
趙
氏
ノ
族
ヲ
生
メ

リ
。
今

ス
デ

二
百
年
、
皇
帝
善
ク
群
生
ヲ
撫
育
セ
ヨ
置

卜
、
乃
チ
貰
雲

二
乗
ジ

テ
去
ル
。
コ
ノ
月
大
赦

シ
、
尊
号
ヲ
奉
リ
テ
型
組
上
霊
高
道
九
天
司
命
保
生
天
尊

卜
号
シ
、
聖
祖
母
ヲ
元
天
大
型
母
ト
ロ
フ
。
型
祖
、
詳

ハ
上
玄
下
期
。
中
外

二
詔

シ
テ
斥
犯

ス
ル
ヲ
得
ザ
ラ
シ
ム
。
玄
型
文
宣
Ｉ
ヲ
改

メ
テ
李
型
文
宣
■
ト
ロ
ヒ
、

玄
武
ヲ
真
武
ト
ロ
フ
」
と
あ
る
。
玄
型
文
宣
ｌ^ｉ
は
孔
子

の
温
で
あ
る
。
統
記
の
記

事
は
宋
史

の
礼
志
に
拠

っ
た
と
見
え
る
が
、
こ
の
事
実
は
真
宗
本
紀
に
も
簡
単
に

出
て
い
る
。
即
ち
、

（大
中
祥
符
五
年
）

「冬
十
月
戊
午
、
延
恩
殿
道
場

二
帝
九

天
司
命
天
尊
ノ
降

レ
ル
ヲ
階
ル
。
―
間
月
己
巳
、
型
祖

二
尊
号
ヲ
上
ツ
ル
。
―
十

二
月
壬
申
、
誰
玄
聖
文
宣
王
ヲ
改

メ
テ
弁
型
文
宣
■
ト
ロ
フ
」
こ
れ
に
由
る
と
統

記
の
方

の
年
代
が

一
年
食
い
理
っ
て
い
る
。
無

論

宋

史

の
方
を
と
る
べ
き
で
あ

ろ

つヽ
。

（
注
１
）
宋
の
沙
門
志
磐
撲
、
五
十
四
巻
。

〇
且

ツ
教

フ
ル

ニ
大
略

ヲ
以

テ
ス
。

ロ

ク
、
反
切

ノ
要
、
此

レ
ヨ
リ
妙

ナ
ル
ハ
ナ

シ
。
四
十
三
転

ヲ
出
デ
ズ

シ
テ
、
天
下

二
遺
音

ナ

シ
。

友
人
の
語
は

一‐日
ク
」
か
ら
後
節
の

「
自
然

二
得

ル

ア
ラ
ン
」
ま
で
で
あ
る
か

ら
、
使
用
法
の
こ
ま
か
い
所
に
は
一
向
に
触
れ
て
居
ら
ぬ
。

▽

「諸
抄
大
成
」
や

「
秘
伝
抄
」
に
、
旧
来

「切
韻
心
鑑
」
な
る
韻
書
あ
れ
ど
軽
重

乱
れ
て
正
律
に
協
わ
ず
、
韻
鏡
よ
り
す
ぐ
れ
た
る
は
無
し
と
解
し
て
い
る
の
は
深

切
一ヽ
あ
る
。
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０
其

ノ
製

ハ
韻
書

フ
以

テ
シ
、　
一
東

ヨ
リ
以
下
、
各

々
四

声

を

集

メ
、

列
ネ

テ
定
位

ト
ナ
ス
。

一
東
以
下
の
韻
を
類
に
よ
っ
て
各
図
に
分
か
ち
、
四
声

の
順

に
四
段
に
重
ね
集

め
、
各
声
を
更
に
四
等
位
に
分
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
は
、
後
の

「
四
声

定
位
」
の
項
を
読
め
ば
明
自
で
あ
る
。

▽
こ
の

「為
定
位
」
を
七
音
軽
重
清
濁
の
義
と
し
た
書
が
多
い
が
、
解
し
て
，
ら
ぬ

も
の
で
あ
る
。
五
音
清
濁
の
こ
と
は
下
に
言
っ
て
い
る
。

▽
こ
こ
で

「
切
要
抄
」
が

「
韻
会
」
の
奇
説
を
紹
介
し
て
以
来
、
各
抄
殆
ど
之
を
襲

っ
て
い
る
。
奇
説
と
は

「
七
音
韻
鏡
二
云
フ
、
旧
韻
、
上
平
声
二
東
字
ヲ
頭
ト
シ

山
字
ヲ
末
ト
ス
ル
ハ
、
日
東
方
甲
乙
ノ
木
ヲ
出
デ
西
山

二
之
キ
テ
没
ス
ル
ナ
リ
。

下
平
声
二
先
字
ヲ
頭
ト
シ
、
凡
字
ヲ
末
ト
ス
ル
ハ
、
先
輩
ガ
後
輩
二
伝

へ
与
フ
ル

ノ
精
ヲ
謂
フ
ナ
リ
］
こ
れ
は
韻
会
か
ら
引
い
た
の
で
あ
る
が
切
要
抄
は
之
に
附
加

し
て
、

「彼
レ
ヲ
以
テ
此
レ
ヲ
案
ズ
ル
ニ
、
東
ヲ
始
メ
ト
シ
登

ヲ
終

リ
ト
ス
ル

ハ
、
日
東
方

二
出
デ
中
天

二
登
ル
時
ハ
、
上
天
下
地
、
高
山
深
谷
皆
悉
ク
明
自
ナ

リ
。
此
ハ
是
レ
此
ノ
書
二
於
テ
四
声
軽
重
七
音
ノ
清
濁
明
了
ナ
ル
ノ
義
ヲ
表
ス
，レ

カ
睦
と
讃
仰
し
、

「
開
査
」
も
こ
れ
と
大
同
小
異
の
辞
を
弄
し
て
い
る
。

Ｏ
実

ツ
ル

ニ
広
韻

・
玉
篇

ノ
字

ヲ
以

テ
シ
、
配

ス
ル
二
五
音
清

濁

ノ
属

ヲ
以

テ
ス
。

こ
こ
に
い
う
玉
篇
は
大
中
祥
符
重
修
の
宋
本
玉
篇

（大
広
益
会
玉
篇
と
い
う
）
で

あ
ろ
う
。
広
韻
も
大
中
祥
符
中
に
重
修
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
韻
鏡
が
広
韻
の

反
切
を
本
拠
と
し
た
ょ
う
に
言

っ
て
い
る
が
、
広
韻
の
伝
本
と
比
校
す
る
と
必
ず
し

も
全
部
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
友
人
の
言
な
る
も
の
を
文
字
通
り
に
承

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
玉
篇
か
ら
採

っ
た
と
思
わ
れ
る
反
切
も
多
く
は
な
い
。

「
五
音
清
濁
」
と
い
っ
て
七
音
と
一一一口
わ
ぬ
の
は
従
来
の
用
語

を
襲
用

し
た
の
で
あ

フつ
。

▽
こ
の
広
韻
を

「
私
抄
略
」
以
下
み
な
唐
の
司
馬
孫
価
の
作
と
し
て
い
る
の
は
旧
説

に
囚
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
孫
価
の
作
っ
た
の
は

「切
韻
」
で
、
そ
れ
が
時

に
は
「広
切
韻
」
と
呼
ば
れ
、
更
に
略
し
て

「広
韻
」
と
も
呼
ば
れ
た
こ
と
の
あ
る

の
は
確
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
や
が
て
増
補
せ
ら
れ
て

「唐
韻
」
と
正
称
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
本
節
に
云
っ
て
る
広
韻
は
宋
代
の

「
重
修
広
韻
」
で
あ

ろ
う
か
ら
、
こ
れ
を
孫
の
作
と
す
る
の
は
当
っ
て
い
な
い
。
な
お
詳
し
く
は
拙
稿

「
平
安
期
に
於
け
る
初
修
広
韻
と
切
韻
図
に
つ
い
て
」
雑
誌

「
漢
文
学
」
第
八
輯

所
掲
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。

（福
井
漢
文
学
会

一
九
五
九
年
刊
。
）

０
其

ノ
端

ハ
横
呼

二
在
り
。
未
ダ
立
談
以

テ

尭

フ
ル
能

ハ
ズ

ト
雖

モ
、

若

シ
字

ヲ
按

ジ
テ
音

ヲ
求

メ
バ
、
鏡

ノ
物

ヲ
映

シ
、　
在

ル
ニ
随

ヒ
テ

形

ヲ
現

ハ
ス
ガ
如

ク

ナ

ラ

ン
。
久

々
精
熟

セ
バ
自

然

二
得

ル
ー

フ

ン

、
　
卜

。

「
共
端
在
横
呼
」
と
は
、
入
門
の
方
法
と
し
て
は
横
呼
し
て
等
韻
を
知
る
と
こ
ろ

に
在
る
、
の
意
で
あ
る
。
横
呼
韻
に
つ
い
て
は
序
例

の
中
に
特
に
解
説
し
て
い
る
。

「
立
談
」
は
短
時
間
の
説
明
と
い
う
義
で
、

「
韻
鏡

の
組
織
と
妙
用
と
は
短
時
間
の

中
に
説
明
し
つ
く
し
難
い
が
」
と
の
事
で
あ
る
。
以
上
で
友

人

の
語
は
終

っ
て
い

る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
韻
鏡
の
使
用
法
に
つ
い
て
は
殆
ど
具
体
的
に
示
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
に
な
る
。

〇
是

二
於
イ
テ
、
蚤
夜

二
心
ヲ
留
メ
、
未
ダ
害
テ
手
ヲ
去

ラ
ズ
。
忽
チ

一
夕
頓
悟
シ
、
喜
ビ
テ
曰
ク
、
信

二
是
ノ
如
ク
ナ
ル
哉
。

一 - 11 -一



友
人
か
ら
大
綱

の
説
明
を
得
た
の
で
あ
る
張
氏
は
、
自
己
の
学
力
で
具
体
的
な
使

用
法
を
発
見
し
よ
う
と
、
幾
度
も
反
切
に
よ
っ
て
実
地
に
練
習
し
て
見
た
こ
と
で
あ

っ
た
ろ
う
。
二
十
才
で
本
書
を
入
手
し
て
か
ら
七
年
間
研
究
の
結
果
、　
一
夕
頓
悟
し

た
と
あ
る
。
そ
の
結
果
は

「‐帰
字
例
」
以
下
の
序
例
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
秀
作
は

一
三
十
六
字
母
括
要
図

一
で
そ
の
余
は
大
し
た
も
の
で
は
な
い
。
殊
に

一‐横
呼
韻
」

と
共
に
重
要
な

「
四
声
定
位

一
の
理
解
の
如
き
は
至

っ
て
浅

い
も
の
と
言
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
尤
も
四
声
定
位
は
韻
鏡
学

の
難
関
で
あ
る
こ
と
は
今
日
で
も

一
向
に
変

っ
て

い
な
い
。

▽
蚤
夜

（
サ
ウ
ャ
）
は
朝
夕
と
い
う
義
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
滑
稽
だ
が
笑

え
ぬ
逸
話
が
あ
る
。
応

永
頃
の
写
本

「
韻
鏡
略
抄

一
（注
↓

に
、　
一‐
日
本
伝
来

ノ
事
、
足

レ
叉
誰
人
ガ
ー‐１
本

へ
伝
フ
ル
ト
モ
知
ラ
ズ
、
足

二
南
都
伝
鏡
院
律
師
、

経
蔵

ヨ
リ
見
出

ス
。
然
レ
ド
モ
無
点
ナ
ル
間
、
読

ミ
伝
フ
ル
コ
ト
能

ハ
ズ
、
折
節

上
総
ノ
前
司
公
氏
ト
イ
フ
人
ア
リ
、
是
レ
第

一
ノ
文
者
ナ
リ
。
律
師
、
彼
万

ヘ
ツ

カ
ハ
ス
、
心
ハ
無
点
ナ
ル
間
、
点
ヲ
付
ケ
テ
給

ハ
レ
ト
イ
フ
意
ナ
リ
。
公
氏
此
書

ヲ
見
テ
蚤
夜
ノ
ニ
字

ニ
ノ
ミ
ノ
ョ
ト
仮
名
ヲ
付
ケ
テ
返
り
事

二
、
此
書

ハ
悉
曇
師

ニ
ア
ラ
ズ
ン
バ
点

ス
ル
コ
ト
能

ハ
ズ
ト
調

ヒ
テ
即
テ
返

ス
ナ
リ
。
ゲ

ニ
モ
儒
道
ノ

書

二
非

レ
バ
点

セ
ザ
ル
理
ナ
リ
。
律
師
ノ
遣

ハ

セ

ル

コ
ト
不
堪
ノ
故
ナ
リ
。
…

…
」

（
こ
の
話
は
も

っ
と
簡
略
な
形
で

一‐私
抄
略
」
に
も
見
え
る
。
）
蚤
夜
を
ノ

ミ
ノ
ョ
と
訓
じ
た
と
い
う
の
に
は
、
多
分
な
皮
肉
と
誇
張
と
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
か
に
専
門
外
だ
と
し
て
も
信
ぜ
ら
れ
ぬ
話
で
あ
る
。

（注
１
）
僧
、
絶
海
中
津
の
著
。
京
都
大
学
蔵
。

▽
寛
文
十
年
に
牧
野
重
長
が
著
し
た

「
韻
鏡
頓
悟
集
」
と
い
う
書
名
は
こ
の
節
か
ら

採

っ
た
も
の
で
あ
る
。

０

遂

二
知

リ

ヌ
、　
一
字

ヲ
翻

ス
毎

二
切
母

オ

ヨ
ビ

助
紐

ヲ
用

ヒ
テ
、

凡

三

一一折

シ
総

テ

一
律

二
帰

ス
ル

コ
ト
ヲ
。

こ
の

一
条
は
最
も
肝
要
な
所
で
あ
る
が
、
意
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
。
句
に

よ
っ
て
按
ず
る
に
、
張
氏
の
頓
悟
し
た
の
は
帰
納
字
の
頭
音
の
発
見
法
で
あ
る
。　
一

字
を
翻
す
る
毎
に
切
母
即
ち
切
字

・
綱
字
お
よ
び
助
紐
字
を
用
い
て
三
折

一
律
す
る

と
い
う
か
ら
、
こ
れ
は
韻
図
に
照
ら
し
て
字
音
を
知
る
の
法
で
は
な
い
。
韻
図
に
よ

っ
て
帰
納
字
を
知
る
法
は
、
序
例
の
中
の

一帰
字
例
」
に
反
復
例
示
し
て
い
る
か
ら

紛
れ
の
な
い
所
で
あ
る
。
し
か
も
此
の
法
た
る
や
、
頓
悟
を
要
す
る
程
の
難
事
で
は

な
い
。
極
め
て
機
械
的
な
操
作
で
十
分
に
事

足

る

筈

で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
考
え
る

と
、
助
紐
を
以
て
三
折

一
律
す
る
方
法
は
別
に
目
ざ
す
所
が
あ
る
も
の
と
推
量
せ
ら

れ
る
。
原
来
、
細
鏡
の
本
質
は
音
韻
の
経
緯
図
で
あ

っ
て
切
韻
用
と
し
て
作
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
。
音
細
の
学
に
熟
し
た
者
な
ら
、
こ
の
相
図
を

一
見
し
た
だ
け
で
案

字
の
音
が
胸
に
浮
ん
で
来
る
筈
で
あ
る
。
然
し
反
切
に
よ
つ
て
難
字
の
音
を
知
ろ
う

と
す
る
に
は
韻
図
を
操
作
し
て
帰
納
字
を
求
め
れ
ば
、
そ
の
字
の
音
頭
も
Ⅲ
尾
も
明

ら
か
に
な
り
、
な
お
連
呼
法
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、

普
通
に
は
助
紐
や
三
折

一
律

の
世
話
に
な
ら
ず
に
済
む
筈
で
あ
る
。
助
紐
と
い
う
の

は
反
切
に
よ
つ
て
も
容
易
Ｍ
音
頭
を
知
り
難
い
時
に
使
用
す
る
も
の
で
、
言
わ
ば
初

歩
的
な
者
に
対
す
る
用
意
な
の
で
あ
る
。
唐
代
に
三
十
六
字
母
の
発
見
に
伴
い
、
当

然
の
帰
結
と
し
て
助
紐
字
の
設
定
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
敦
燿
出
土
の

「
帰
三
十

字
母
例
」

（注
１
）
に
記
さ
れ
た
も

の
と
、
韻
鏡
序
例

の
中
の

「
三
十
六
字
母
括
要

図
」
に
見
え
る
も
の
と
を
比
較
す
る
と
、
明
ら
か
に
前
者
は
後
者
の
母
胎
で
あ
る
こ

と
が
察
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
字
母
観
念
の
不
徹
底
を
補
う
た
め
に
作
為
せ
ら
れ
た

苦
心
の
結
晶
で
、
張
氏
が
夙
夜
に
巻
を
釈
か
ず

一
夕
頓
悟
し
た
と
い
っ
た
の
は
、
蓋
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し
こ
の
字
母
観
念
即
ち
頭
音
の
分
離
法
を
発
見
し
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。

三
折

一
律
と
は
諸
説
が
あ
る
が
、
要
す
る
に
磨
光
に
説
い
て
い
る
よ
う
に
、

「千

結
反
、
切
」
の
場
合
な
ら
、
千
字
が
第
二
十
三
転

ｏ
歯
音

ｏ
次
清
行
に
属
す
る
こ
と

を
知
り
、
そ
の
助
紐
字

「
親
千
」
の
二
字
を
使
用
し
て
、

「千
シ
ン
セ
ン
切
」
と
連

ね
、

「第

一
折
」
千
親
と
連
呼
し
て
二
字

に
共
通
の
頭
音

（
ｔｓ
）
を
胸
中
に
抽
出

し
、
更
に

「第
二
折
」
親
千
と
連
呼
し
て

（
ｔｓ
）
音
を
確
か
め
、
こ
の

（
ｔＳ
）
音
に

力
を
入
れ
て
、

「第
二
折
」
千
結
と
連
呼
し
て

（一∽お
卜）
と
い
う
帰
納
音
を
求
め
、

そ
れ
が

「
切
」
の
字
音
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
三
折

一
律
で

あ
る
と
称
せ
ら
れ
る
。

（注
２
）
ン」
れ
は
非
常
に
念
の
入
っ
た
や
り
方
で
、
普
通
に

は
反
切
の
上
字
下
字
に
よ
つ
て
第
二
折
と
同
様
の
こ
と
を
行
い
、
直
ち
に
帰
納
音
が

求
め
得
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
難
字
の
場
合
或
は
万
音
錯
雑
の
場
合
な
ど
、
正
確

に
字
音
を
決
定
し
よ
う
と
い
う
時
に
は
、
特
に
三
折

一
律

の
要

が
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
こ
れ
は
唇
　
弄
で
反
切
す
る
方
法
で
、
普
通
に

「唐
人
反
し
」
と
呼
ば
れ
る
。

（注
１
）
浜
田
耕
作

「東
亜
考
古
学
研
究
」
の
「
ス
タ
イ
ン
氏
発
掘
品
過
限
録
」
。

（注
２
）
磨
光
韻
鏡
、
伐
何
篤
、
五
丁
。

○
是

レ

ニ
即

キ
テ
以

テ
千
声
万
音

ヲ
推

ス

ニ
是

レ
ヲ
離

レ
ザ

ル
乎
、
卜
。

こ
こ
ま
で
が
張
氏
自
ら
発
し
た
感
歎
の
語
で
あ
る
。

「
不
離
是
乎
」
は
享
禄
本
に

こ
の
通
り
で
あ
る
が
、
嘉
古
写
本
や
、
新
来
の
的
本
に
よ
つ
て
改
訂
を
施
し
た
と
称

す
る
永
禄
本
に
は

「
不
離
乎
是
」
と
改
め
て
あ
る
。

「乎
レ
是
レ
」
と
訓

ず

る
の
で

あ
ろ
う
が
、
乎
を
感
動
辞
と
し
て
訓
ん
だ
方
が
こ
の‐際
よ
い
よ
う
で
あ
る
。

「
足
」

は
三
折

一
律
を
指
し
て
い
る
。

０
是

レ
ヨ
リ
日

二
資
益

ア
リ
、
深

ク
衆

卜
共

二
知

ラ

ン
ト
欲

ス
。
而

モ

或

ハ
其

ノ
難

キ

ニ
苦

シ
ム
。
因

ツ
テ
字
母
枯
要
図
、

復
、

解
数
例

ヲ

撰

ビ
、
以

テ
流

二
沿

ヒ
源

ヲ
求

ム
ル
者

ノ
端

卜
為

ス
。

こ
の
文
に
よ
つ
て
、
三
十
六
字
母

一
覧
の
表
も
其
の
他
の
凡
例
も
、
こ
の
時
に
張

氏
の
手
に
よ
り
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
解
数
例
と
い
う
の
は

単
に

「帰
字
例
」
十
ケ
条

を
指

す

の
み
で
な
く
、

「
横
呼
韻
」

「
上
声
去
音
字
」

「
五
音
清
濁
」

「
四
声
定
位
」

「列
囲
」
等
の
解
を
も
指
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
諸

抄
大
成
の
云
う
通
り
で
あ
る
。

「沿
流
求
源
」
の
句
は
私
抄
略
以
下
の
示
す
通
り
、

陶
淵
明
の

「
桃
花
源
記
」
に
あ
る

「
見

一
藁
履
沿
流
下
、
叉
見
胡
麻
飯
靡
、
因
至
其

源
、
遇
見
仙
女
奨
睦
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

▽
貞
享
二
年
に
西
村
重
慶
の
著
し
た

「
韻
鏡
求
源
抄
」
と
い
う
書
名
は
こ
の
条
に
基

い
た
と
見
え
る
。

○
庶
幾

ク

ハ
一
タ
ビ
知
音

二
遇

ハ
ン
カ
、
惟

二
此

ノ
編
得

テ
以

テ
渇
ビ

ザ

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
余

ノ
後
来
者

二
望

ム
コ
ト
有

ル
、

亦
浅
鮮

二
非

ル
ナ
リ
。
馴

力
木

ニ
チ
リ
バ
メ
、
以

テ
其

ノ
伝

ヲ
広

ム
。

「
知
音
」
は
も
と
伯
牙

・
鉗
子
期
の
故
事
か
ら
出
て
、
琴
の
音
を
知
る
義
で
あ
る

が
、
進
ん
で
、
知
己

ｏ
同
好

・
同
学
の
士
の
意
に
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。
又
、
音
韻
を

理
解
す
る
■
を
も
知
音
と
称
し
た
。

０
紹
興
辛
巳
七
月
朔
、

三
山
、
張
麟
之
、
子
儀
、
謹

ン
デ
識

ス
。

紹
興
辛
巳
は
三
十

一
年
で
、
南
宋

の
高
宗

の
世
、
西
歴

一
一
六

一
年
に
当
る
か

ら
、
日
本
で
は
院
政
時
代
、
二
条
天
皇
の
応
保
元
年
に
相
当
す
る
。
こ
の
年
、
張
氏

は
二
十
七
、
八
才
で
あ
っ
た
。
三
山
は
張
氏
の
郷
貫
と
考
え
ら
れ
る
が
所
在
は
は
っ

き
り
せ
ぬ
。
私
抄
略
以
下
、
福
州
の
三
山
を
こ
れ
に
あ
て
て
い
る
が
、
河
野
通
清
に

よ
れ
ば

「
大
明

一
統
志
」
九
十
巻
の
内
に
三
山
と
呼
ぶ
所
が
十
二
ケ
所
も
あ
る
か
ら
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不
明
で
あ
る
と
い
う
。
但
し
第
二
序
に
は

「
東
浦
、
張
麟
之
」
と
あ
り
、
東
浦
も
地

名
で
あ
ろ
う
か
ら
、
い
ず
れ
東
浦
と
三
山
と
を
詳
し
く
調

べ
た
な
ら
そ
の
近
辺
で
大

方
の
見
当
が
つ
く
か
も
知
れ
ぬ
。
今
大

漢

和

辞

典
に
よ
れ
ば
、
三
山
と
∵
つ
地
名

が
、
遼
寧
省
に

一
、
江
蘇
省
に
三
、
安
徽
省
に
二
、
福
建
省
に

一
と
あ
る
。
‐ｆｌｊ
し
て

東
浦
と
い
う
の
は

一
ケ
所
も
見
当
ら
ぬ
の
で
両
者
の
関
係
は
知
る
由
も
な
い
。
宋
代

と
現
代
と
で
は
地
名

の
変
化
も
あ
ろ
う
し
困
難
な
問
題
で
あ
る
が
、
後
述
の

「‐上
声

去
音
字
」
か
ら
推
す
と
或
は
北
方

の
人
で
は
な
い
か
と
想
像
せ
ら
れ
る
。

三
、
重

版

刊

記

０
慶
元
丁
巳
重
刊
。

第

一
序
の
終
り
に
此
の
刊
記
が
あ
る
。
慶
元
三
年
は
南
宗
寧
宗
の
世

（西
暦

一
一

九
七
、
日
本
で
は
鎌
倉
時
代
、
後
鳥
羽
帝
の
末
年
）
で
、
こ
の
年
に
第
二
版
を
出
し

た
と
見
え
る
。
時
に
張
氏
六
十
三

・
四
才
、
第

一
版
か
ら
お
よ
そ
三
十
六
年
を
経
過

し
て
い
る
。四

、

三

十

六

字

母

括

要

図

○

「
三
十
六
字
母
括
要
図
」
が
張
氏
の
作
で
あ
る
こ
と
は
第

一
序
に
よ
つ
て

で
あ
る
が
、
こ
の
図
は
そ
の
名
の
如
く
三
十
六
字
母

（頭
音
）
の
分
類

一
覧

韻
鏡
の
原
図
が
唇
舌
牙
歯
喉

ｏ
舌
歯

・
歯
舌
の
七
音
に
分
け
、
更
に
各
々
を

清

・
濁

・
清
濁
の
四
音
質
に
分
か
っ
て
い
る
の
に
加
え
、
張
氏
は
唇

・
占

ｏ

音
に
つ
い
て
は
之
を
細
分
し
て
、
重
唇
音

ｏ
軽
唇
音

・
舌
頭
音

ｏ
舌
上
音

・

ｏ
正
歯
音

ｏ
細
歯
頭
音

ｏ
細
正
歯
音
と
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
つ
て
歯

音

清

ｏ
第
二
清
、
第

一
濁

０
第
二
濁
の
存
す
る
意
味
が
わ
か
る
。
喉
音
に
つ
い
て
は
、

影
喩
を
二
独
立
と
称
し
、
暁
匝
を
双
飛
と
名
づ
け
て
い
る
が
、
要
す
る
に
こ
れ
は
、

字
母
の
性
質
か
ら
い
え
ば
、
影

（清
音
）
と
喩

（
清
濁
青
）
と
が

一
組
み
Ｌ
な
り
、

暁

（清
音
）
と
匝

（
濁
音
）
と
が

一
組
み
と
な
る
筈
の
も
の
を
、
影
と
喩
と
を
両
端

に
位
置
せ
し
め
た
た
め
に
、
両
字
母
の
間
の
関
係
を
示
す
標
語
の
必
要
が
生
じ
二
独

立
と
称
し
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
兄
弟
同
志

の
字
母
が
、
都
合
で
離
れ
離
れ
に
独

立
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
韻
鏡
が
何
故

こ
の
二
字
母
を
並
列
■
ず
に
両

端
に
離
し
た
の
か
生

不
つ
に
、
他
の
一金
日
の
ど
の
欄
で
も
、
右
か
ら
清

ｏ
次
清

・
濁

ｏ
清
濁
と
い
う
順
に
並
べ
る
法
則
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
従

っ
た
ま
で
で
あ
る
。
韻

鏡
以
外
の
韻
図
で
は

「暁
匝
影
喩

一
と
順
序
し
て
影
喩
を
近
接
せ
し
め
た
も
の
も
あ

る
。

（
四
声
等
子

・
切
韻
指
南

ｏ
字
彙
横
図

。
康
熙
字
典
の
等
韻
の
如
き
。
ン
暁
匝

を
双
飛
と
い
っ
た
わ
け
は
、
磨
光

（索
隠
十

一
丁
）
が
云

っ
た
よ
う
に
、
南
宋
当
時

に
は
暁
母

（
清
）
と
匝
母

（
濁
）
と
の
字
に
清
濁
の
差
が
な
く
な
り
、
何
れ
も
清
音

と
化
し
て
両
者
が
混
同
し
て
し
ま
っ
た
の
に
、
韻
鏡
面
で
は
明
ら
か
に
清
濁
二
行
に

区
別
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
新
時
代
の
音
韻
的
立
場
か
ら
観
て
、
こ
の
二
種
に
分
か

れ
て
い
る
こ
と
を
指
し
て
双
飛
と
い
っ
た

の

で

あ
る
。
石
山

氏
の

一‐致
定
中
原
音

韻
」
に
は
虎

・
呼

（暁
母
）
が
共
に

Ｇ
こ

、
戸

・
胡

（匝
母
）
が
共

に

３
こ

で
あ
り
、
海

（Ｆ
ュ
）
亥

（Ｆ
”
じ

に
も
清
濁
の
対
比
が
消
え
て
い
る
。
此
の
事
に
つ

い
て
は
満
田
博
士
の

「
支
那
音
韻
断
」
の
九

「暁
匝
の
区
別
」
と
い
う
項
に
も
述

べ

て
い
る
。

（第
六
頁
）
。
な
お
、
独
立

・
双
飛
と
い
う
熟
語
は
、
古
来
詩
句
の
中
に

慣
用
せ
ら
れ
た
対
句
で
、
自
楽
天
に

「
独
立
棲
沙
織
、
双
飛
照
水
螢
」
が
あ
り
、
権

徳
興

（中
唐
）
に

「
落
花
人
独
立
、
微
雨
燕
双
飛
」
な
ど
が
あ
る
。

（
河
野
通
清
の

漕
に
よ
る
。
）

に 歯 歯 清 IXI I月
第 頭 の ・ て ら
一 音 二 次

｀
か
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○
こ
の
三
十
六
字
母

の
前
身
で
あ
る
三
十
字
母
に
つ
い
て
は
、
既
に
僧
守
温

（唐
人

と
目
さ
れ
る
ｃ
）
の

「
韻
学
残
巻
」
が
敦
焼
か
ら
出
て
居
り
、
そ
れ
に
は
五
音

の
類

別
、
舌
頭

。
舌
上

・
歯
頭

・
正
関
の
別
を
も
示
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
程
度
に
は
張

氏
の
時
代
に
も
世
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
唇
音

の
軽

重
、
細
歯
頭

・
細
正
歯
を
分
か
ち
出
し
、
そ
の
位
置
を
明
示
し
た
の
が
張
氏
の
働
き

と
見
て
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
尤
も
、
こ
れ
は
張
氏
自
身

の
発
明
か
叉
は
当
時
世
に
行
わ

れ
て
い
た
分
類
を
採
用
し
た
に
止
ま
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

○
字
母

の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
二
字
ず

つ
の

「帰
納
助
紐
字
」
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は

前
に
も
述
べ
た
通
り
、
敦
焼
出
土
の
筆
者
不
明

「帰
三
十
字
母
例
」
に
あ
る
助
紐
字

の
系
を
引
く
も
の
で
、
同
字
を
使
用
し
て
い
る
も
の
が
二
十
六
字
も
あ
る
。
こ
れ
ら

は
張
氏
の
時
代

に

一
般
に
行
わ
れ
て
い
た
姿
で
あ
ろ
う
。

○
元
代
刊
本

の
玉
篇
に
収
め
ら
れ
た

「
切
字
要
法
」
に
も
三
十
組

（
う
ち
二
組
は
文

字
を
供
し
て
い
る
。
）
の
助
紐
字
が
あ
り
、
右
の
帰
三
十
字
母
例
と
も
、
又
張
氏
の

そ
れ
と
も
共
通
の
文
字
が
数
多
く
見
え
る
。
こ
れ
ら
を
本
に
し
て
張
氏
の
助
紐
字
が

選
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
大
体
推
量
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
最
後
に

「
此
ノ
図
、
毎
韻
、
四
声
ノ
字
ヲ
呼
吸
セ
ン
ニ
、
並
ビ
ニ
之

二
属

ス
」
と

あ
る
の
は
、
四
十
三
転
の
経
緯
図
に
於

い
て
は
、
平
上
去
入
に
従

っ
て
或
る
字
音
を

呼
ぶ
と
き
、
四
声
の
ど
の
調
に
も
み
な
此
の
図
の
よ
う
に
三
十
六
字
母
が
備
わ

っ
て

い
る
と
の
義
で
あ
る
。
即
ち
、
平
声
に
も
二
十
六
字
母
、
上
声
に
も
三
十
六
字
が
あ

る
こ
と
を
注
意
し
た
の
で
あ
る
。

「
呼
吸
」
と
い
う
語
は
広
韻
の
巻
末

「弁
字
五
音

法
」
に
も
見
え
、

「
凡
ソ
文
字
ヲ
呼
吸

ス
ル
ニ
即
チ
五
音
ア
リ
、
唇
声

・
舌
声

・
牙

声

・
喉
声

・
歯
声
等
ナ
リ
睦
と
あ
る
か
ら
、

つ
ま
り
、

「
呼
唱
」
と
同
意
義
に
解
し

て
よ
ろ
し
か
ろ
う
。
沙
門
盛
典
も
そ
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
。

五
、
帰

　

　

字

　

　

例

こ
の
項
は
、
反
切
に
よ
つ
て
帰
字
を
求
め
る
方
法
を
例
示
し
た
。
帰
字
と
は
帰
納

字
と
も
い
い
、
反
切
の
帰
結
す
る
文
字
の
義
で
、
こ
こ
に
は
凡
そ
十
例
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。

Ｏ
音

字

ヲ
帰

釈

ス

ル

コ
ト

一
二
礼
部
韻

ヲ
検

ス

ル
ガ
如

ク

ス
。

「帰
釈
音
字
」
の
訓
み
万
は
明
ら
か
で
な
い
。
そ
の
ま
ま
四
字
を
読
み
下
し

（切

要
抄
）
、

「帰
釈
ノ
音
字

ハ
」

（開
合
）
、

「帰

ハ
青
ヲ
釈

ス
、
字

ハ
一
二
…
。止

（指
南
抄
）

（注
１
）
な
ど
と

一
定
し

な
い
が
、

「
寛
永
五
年

本
韻
鏡
」
の
訓
点
の

よ
う
に

「
音
字
ヲ
帰
釈

ス
ル
コ
ト
」
と
訓
み
。　
一‐反
切
に
よ
つ
て
字
音
を
帰
納
し
て

求
め
、
字
義
を
釈
き
知
る
方
法
は
―
」
と
解
釈
す
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
こ
の
訓
み
万

は
諸
抄

の
祖
と
も
い
う
べ
き
覚
算

の

「
私
抄
略
」
に

「
音
字
ヲ
反
シ
釈
ク
」
Ｌ
あ
る

の
に

一
致
す
る
。
但
し
、
私
抄
略
の
は

「
反
切
ノ
ニ
字

ヲ
以

テ
ー
（
ノ
字
ノ
釈
ト
ナ

ス
」
で
、
承
真
切
臣
、
祖
似
切
子
、
知
義
切
智
を
そ
の
例
に
あ
げ
て
あ
る
か
ら
、
前

に
述
べ
た

「
音

二
即
キ
テ
字
ヲ
知
ル
」
の
社
と
な
っ
て
い
る
。
礼
部
韻
は
正
し
く
は

「
礼
部
韻
略
」
と
い
い
、
北
宋
の
丁
度
ら
の
撲
し
た
五
巻

の
韻
書
で
あ
る
。
専
ら
礼

部
の
科
試
に
応
ず
る
士
の
た
め
に
声
韻
の
要
略
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
当
時
に

盛
行
し
た
。
或
る
人
は
、
礼
部
韻
は
承
真
切
臣
の
流
義
で
反
切
を
以
て
直
ち
に
字
義

を
示
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
の

「
一
如
検
礼
部
韻
」
は
即
ち
反
切
せ
る
音
に
つ
き
て

字
義
を
釈
せ
よ
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
し
た
。
文
豚
は
ま
こ
と
に
そ
の
よ
う
に
察
せ

ら
れ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
次
の
各
反
切
例
に
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
に
つ
い
て
指
示
す
る

所
が
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
の
に
、　
一
向
に
そ
れ
が
な
い
の
は
前
後

一
貫
せ
ぬ
こ
と
で
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° 。 そ の 意 に 位 字
｀
第 り 韻

南
抄
、
三
冊
、
大
田
嘉
万
著
、
寛
文
十
一
年
刊
。

反

ヲ
得

ル
如

ク
バ

来
漢
文
流
に
右
の
よ
う
に
訓
ん
で
い
る
が
何
と
な
く
落
ち
つ
き
が

且
如
」
で
暫
ラ
ク
若
シ
」
又
は

「仮
リ
ニ
若
シ
」
と
訓
む
か
、
或

二
」
と
訓
ん
だ
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

二
就

キ
テ
芳
字

ヲ
求

メ
、
唇

音

・
次

清

・
第

二
位

二
属

、
却

イ
テ

一
東
韻

二
帰

り
、
下

ノ
弓
字

ヲ
尋
ネ
、
鷹
音

三
位

二
就

キ

テ

之

ヲ
取

ル
ニ
乃

チ

豊

ノ
字

ナ

ル
ヲ
知

芳
字

ハ
是

レ
同
音

ノ
定
位
、
弓
字

ハ
是

レ
同
韻

ノ
対
映

ノ
訣
、
大
概
此

ク

ノ
如

シ
。

一
と
は
頭
音
の
同
じ
な
帰
字
の
占
む
べ
き

一
定
の
等
位
と
い
う
義

唇
音

ｏ
次
清

ｏ
第
三
位
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。　
一‐同
韻
之
対
映
」

味
で
、
反
切
の
下
字
と
同
Ⅲ
た
る
帰
字
の
納
ま
る
べ
き
段
を
示
し

で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
第

一
例
は
反
切
門
法
で
い
え
ば

「音
和
」

の
う
ち
の
四
同
音
和
と
い
っ
て
、
反
切
と
帰
字
と
の
関
係
が
同
音

同
位
で
あ
る
場
合
の
例
で
、
こ
れ
は
Ⅲ
図
に
よ
る
反
切
の
最
も
正

反
切
を
示
し
て
い
る
韻
書
や
字
書
を
検
す
る
に
、
明
二
・
・ｌｉ
二
・

類
は

「敷
隆
反
」
、
サ
‐
――
韻

や
説
文

家

Ⅲ
譜

（注
↓

は

「敷
戎

敷
窄
切
」
、
礼
服
は

一‐敷
中
明
」
、
集
韻
は

一‐敷
高
切
」
、
玉
篇

あ
る
。
頭
音
の
敷
と
芳
と
を
比
較
す
る
と
、
敷
は

「芳
先
切
」
、

芳
は

「
敷
万
切
」
で
相
互
反
で
あ
る
か
ら
同
音
と
知
ら
れ
る
。
韻
字

（反
切
下
字
）

の
戎
は
二
等
、
馬
も
二
等
で
あ
る
の
に
、
独
り
空
は

一
等
で
、
帰
字
の
性
が
二
等
で

あ
る
の
と

一
致
し
な
い
。
従

っ
て
、
唐
韻

・
集
韻

ｏ
玉
篇

な

ど

の
帰
納
は

「
芳
弓

反
」
と
同

一
結
果
に
な
る
が
、
広
韻
の

「
敷
空
切
」
は
音
和

の
形
式
に
は
ま
ら
な
く

な
る
。
そ
こ
で
張
氏
は
正
格
な
音
和
形
式
を
示

す

た

め

に
広
韻
の
反
明
を
棄
て
て

「
芳
弓
反
」
を
採

っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
反
切
は
諸
書
に
見
当
ら
ぬ
も
の
で
あ
る

か
ら
、
阪
り
に
張
氏
の
作
為
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

（注
１
）
説
文
象
韻
譜
、
南
唐
、
徐

（２８
ラ
の
著
。

▽
釈
文
雄
は

「
磨
光
相
鏡
」
を
作
る
際
に
、
原
則
と
し
て
広

韻

わ
」
依
拠
と
は
し
た

が
、
全
図
を
音
和
反
に

一
定
す
る
方
針
の
も
と
に
、
広
韻
の
反
切
に
‐――∫
述
の
よ
う

な

一
等
三
等

の
差

の
あ
る
場

合
は
之

を
捨
て
て
、
玉
篇

・
毛
韻

（注
２
）
ｏ
五
音

集
韻

（注
６
）

・
韻
会

（注
４
）
な
ど
の
反
切
を
採
用
し
た
。

（注
５
）
イ‐
第

一
例

の
――――
の
如
き
は

一‐敷
弓
切
」
と
し
た
が
、
こ
の
切
語

の
出
所
は
明
ら
か
で
な
い
。

▽
叉
、
陳
滞
は
そ
の

一‐切
韻
考
」
に
お
い
て
広
韻
の
反
切
の
上
字
下
字
全
部
を
整
頓

分
類
し
て
之
を
以
て
合
理
的
な
新
し
い
根
図
を
作

っ
た
が
、
――――
字
の
場
合
は
説
文

象
韻
譜
に
従

い

「‐敷
戎
切

一
と
し
た
。

（注
２
）
増
修
互
注
礼
部
韻
略
、
南
宋
、
毛
晃
編
。
増
韻
と
も
い
う
。

（注
６
）
五
音
集
積
、
金
、
韓
道
昭
撰
。

（注
４
）
古
今
議
会
挙
要
。
元
、
熊
忠
編
。

（注
５
）
磨
光
に
は
然
し
類
隔
切
が
若
千
な
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。

○
叉
、
息
中
反
嵩

ノ
如
キ
、
息
字

ハ
側
声

二
係
り
、
職
字

ノ
市
、
歯
音

。
第

二
清

・
第
四
位

二
在
り
。
亦
、
中

字

二
随

ヒ
、　
一
東

ノ
歯
音

・

第

二
清

・
第
四
位

二
帰

り
之

ヲ
取

ル
じ
余

ハ
並
ビ

ニ
之

レ
ニ
準
ゼ
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ヨ

。

第
二
例
で
あ
る
が
、
息
は
第
四
十
二
転
の
入
声
、
側
声
と
は
即
ち
仄
声

の
こ
と
、

「
中
」
は
第

一
転
の
平
声
で
豊
と
同
じ
よ
う
な
第
二
等
の
字
で
あ
る
か
ら
、
息
と
同

行

の
二
等

の
所
を
尋
ね
る
と
、
そ
こ
は
牢
集

（空
囲
と
も
い
う
）
で
文
字
が
無
い
。

そ
こ
で
切
字

の
息
が
四
等
で
あ
る
の
を
縁
と
し
て
、
四
等
に
あ
る

「
嵩
」
を
帰
字
と

す
る
。
こ
の
意
味
は
、
三
等
が
空
位
で
あ
る
か
ら
致
万
な
く
四
等
に
帰
納
す
る
よ
う

に
解
釈
せ
ら
れ
易
い
が
そ
う
で
は
な
い
。
も
と
も
と
此
の
反
切
の
頭
音
は
息
で
あ
る

か
ら
歯
音

の
四
等
即
ち
心
母
で
細
歯
頭
音
と
な
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
然
る
に
韻
字
が

「
中
」
で
、
二
等
に
位
す
る
か
ら
、　
一
応
は
二
等
を
探
す
が
、
其
処
は
頭
音
か
ら
い

う
と
切
字
と
は
音
価
の
違
う
審
母

（細
正
歯
音
）
の
場
所
で
あ
る
か
ら
正
し
い
帰
字

の
あ
り
よ
う
筈
は
な
い
。
た
と
い
其
の
場
所
に
文
字
が
あ
っ
て
も
之
を
帰
字
と
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
必
ず
四
等
に
下
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
随

っ
て
此

の
場
合
は
、
韻
字
の

「中
」
が
二
等

・
四
等
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
が
必
須

の
条
件
と

な
る
。
第

一
転
は
実
際
三

・
四
等
同
韻
の
図
で
あ

る

か

ら

こ
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
。
こ
の
よ
う
に
、
帰
字
を
求
め
る
際
、
切
字
の
等
位
に
依
拠
す
る
方
法
を

「
憑
切

門
法
」
と
い
い
、
こ
の
第
二
例

の
よ
う
に
、
最
初
に
求
め
る
万
眼
が
空
位

の
場
合
を

特
に

「本
限
空
の
憑
切
」
と
い
う
名
で
呼
ん
で
い
る
。
本
限
と
は
原
則
的
な
壺
と
い

ユゝ
思
で
、

こ
の
名
称
は

「
切
韻
指
掌
図
」
の
検
例
に
見
え
る
。
こ
の
憑
切
法
は
等
韻

図
の
成
立
上
、
避
け
る
こ
と
の
で
き
ぬ
方
法
な
の
で
、
既
に
そ
の
名
は
守
温
の

「
韻

学
残
巻
」

（注
１
）
に
見
え
て
い
る
。

○
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
張
氏
の
帰
字
例
で
は
等
位

・
軽
重
に
関
す
る
説
明
が
極

め
て
徹
底
を
欠

い
て
い
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
張
氏
が
等
位
に
つ
い
て
の
明
確
な
認
識

を
有
し
て
い
な
か
っ
た
証
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（注
１
）
敦
焼
出
土
、
無
題
の
断
簡
三
葉
。

「
守
温
韻
学
残
巻
」
と
呼
ば
れ
る
。

Ｏ
祖
紅
反

ハ

《
２
ビ
字

二
帰
成

ス
。
韻
鑑
中

ニ
ハ
洪

ア
リ

テ
紅

ナ

シ
ト

雖

ド
モ
、
反
切

ノ
例

ヲ
検

ス
ル
ニ
、
上
下

ノ
ニ
字
、
或

ハ
同
音

ヲ
取

リ
テ
、
必
ズ

シ
モ
正
体

ナ
ラ
ズ
。

第
二
例
で
あ
る
。
祖
は
第
十
二
転
、
歯
音

ｏ
上
声
の
第

一
清

。
第

一
等
即
ち
精
母

で
あ
り
、
紅
は
第

一
転

ｏ
喉
音

・
平
声

。
東
韻

ｏ
濁
音

の
第

一
位
に
あ
た

る
の
だ

が
、
韻
鏡
の
面
で
は
そ
こ
に
紅
字
が
な
く
洪
の
字
が
あ
る
。
即
ち
洪
が
代
表
字
で
、

洪
と
同
音
の
字

（
こ
れ
を
字
子
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い
る
。
）
が
二
十
字
ほ
ど
あ
る

こ
と
が
広
韻
に
よ
つ
て
知
ら
れ
、
そ
の
一一十
字
の
中
に
紅

の
字

も
存
す
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
祖
紅
反
を
祖
洪
反
と
見
な
し
て
帰
字
を
求
め
る
と
韻
鏡
面
で
は
第

一
転

の
「
《
３
》
」に
帰
す
る
。
所
が

《
３
》
も

《
２
》
も
同
音
で
あ
る
こ
と
は
広
韻
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
か
ら
、
目
的
の
字
音
は
察
し
得
る
わ
け
だ
。

「
反
切
ノ
例
ヲ
検
ス
ル

ニ
」
云
々
は
、
右
の
よ
う
に
切
語
の
上
字
な
り
下
字
な
り
に
使
用
し
た
文
字
が
韻
図

の
上
に
姿
を
見
せ
ぬ
時
の
こ
と
を
注
意
し
た
も
の
で
、
元
来
な
ら
ば
切
語
に
用
い
る

文
字
は
す
べ
て
韻
図
の
上
に
表
記
せ
ら
れ
て
居
る
の
が
理
想
な
の
だ
が
、
切
語
の
作

ら
れ
た
時
代
の
変
遷
も
あ
り
、
韻
図
を
作
っ
た
人
も
お
の
お
の
違
う
の
で
、
こ
の
第

二
例
の
よ
う
に
正
体
な
ら
ざ
る
反
切
も
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

▽
此
の
第
二
例
の
反
切
を
門
法
上

「寄
声
」
と
い
っ
て
い
る
注
釈
書
が
多
い
が
、
そ

れ
は
寄
声
門
法
の
定
義
を
取
り
ち
が
え
た
説
で
、
や
は
り
音
和
門
法
と
見
る
の
が

正
し
い
。

（韻
鏡
の
研
究
、　
一
七
八
頁
参
照
）

○
慈
陵
反
、

《
４
》
。
慈
字

ハ
歯
音

・
第

一
濁

・
第

四
位

二
属

ス
。
蒸

字

ノ
韻

二
就

キ
テ

《
４
》
字

二
帰
成

ス
。
而

モ
陵

字

ハ
叉

相
映

ゼ
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ズ
。
蓋

シ
、
逐
韻
単
行

ノ
字
母

二
属

ス

ル
モ
ノ

ハ
、
上
下
聯
続

ノ
二

位

タ
ダ
同

一
音

ニ
シ
テ
、
此

ノ
第
四
囲

モ
亦
陵
字

ノ
音

ナ
リ
。
余

ハ

之

二
準

ゼ

ヨ
。

第
四
例
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
第
二
例
と
同
じ
よ
う
な
憑
切
門
法
に
当
る
も
の
で
あ

る
。
た
だ
趣
き
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
は
第
二
例
の
よ
う
な
本
限
■
で
は
な
く
て
、
求

め
る
壺
に
他
音
の
文
字
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
詳
し
く
い
う
と
、
慈
は
第
八
転

の
平
声

・
歯
音

・
第

一
濁
行
の
四
等
、
即
ち
従
母
に
属
し
、
陵
は
第
四
十
二
転
の
平

声

・
舌
音
歯
の
第
三
等
、
来
母
で
あ
る
。
こ
の
両
者
の
契

合
点

に
は
濁
音
二
等
の

「
組
」
が
在
る
。
然
し
こ
の
字
は
体
母
で
あ
る
た
め
に
肝
心
の
頭
音
が
切
字
の
慈
と

一
致
し
な
い
。
慈
は
重
く
組
は
軽
い
。
所
で
、
帰
字
は
切
字
と
同

一
頭
音
を
取
る
の

が
原
則
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
際
は
三
等
の
組
を
取
ら
ず
に
四
等
の
　
４
　
に
，１１１
納
す

る
。　
一
陵
字
叉
相
映
ゼ
ズ
」
と
は
帰
字
が
陵
字
と
同
段
で
な
い
こ
と
を
云
っ
た
の
で

あ
る
。　
一
蓋
シ
逐
韻
…
…
」
云
々
の
単
行
字
母
と
は
、
牙
音

・
喉
音

・
舌
音
歯
の
三

欄
は
四
等
位
す
べ
て
が
同

一
字
母

（頭
音
）
で
、
所
謂
軽
母
重
母
の
井
別
が
な
い
か

ら
こ
の
三
欄
を
単
行
字
母
と
い
う
の
で
あ
る
。
之
に
対
し
、
舌
音

ｏ
唇
音

。
歯
音
は

複
行
字
母
と
い
う
。
そ
れ
で
、
ど
の
韻
で
も
単
行
字
母
の
時

は
上
下
連
続
の
二
位

（
一
等
と
二
等

・
二
等
と
二
等
、
三
等
と
四
等
）
は
同

一
音
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場

合
、
舌
音
歯
の
第
四
等
は
第
二
等
の
陵
と
同
音
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

然
し
、
単
行
字
母
の
三
、
四
等
が
同
音
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
何
も
こ
の
場
合
に

関
係
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
字
母
即
ち
頭
音
を
示
す
の
は
何
処
ま
で
も
切
字
で
あ
っ

て
、
韻
字
た
る
陵
の
位
置
に
は
関
係
が
無
い
。
若
し
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
場
合
、
第

四
十
二
転
に
お
い
て
は
二
等

ｏ
四
等
と
も
に
陵
の
韻
で
あ

る
か
ら
帰
字
が
組
で
も

《
４
》
で
も
韻
に
変
り
は
な
い
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
も
此
の
場
限
り

の
こ
と
で
逐
韻

一
般
の
通
則
と
は
な
ら
な
い
。
従

っ
て

「
逐
韻
…
…
」
云
々
の
句
は

全
く
無
意
味
な
こ
と
と
い
う
外
は
な
い
。
毎
度
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も

四
等
位
に
対
す
る
張
氏
の
理
解
の
浅
い
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

（後
の
剣
Ⅲ
の
項
参

照
じ

▽
守
温
韻
学
残
巻
に
見
ら
れ
る
三
十
母
に
は
休
母
が
な
い
か
ら
、
歯
音
の
第

一
濁
の

頭
音
は
四
等
位
と
も
す
べ
て
従
母
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
事
情
の
も

と
に
は
、
こ
の
第
四
例
の
よ
う
な
切
語
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
十
分
あ
る
。

○
先
侯

ノ
反
。
先
字

ハ
第

四

二
属

シ
、
　

一〓

》
字

ニ
リーー‐

成

ス
。
叉
、
第

一
二
在
り
。
Ａ

シ
、
逐
韻
、
歯
音
中
間

ノ
ニ
位

ハ
照
穿
林

審
禅

ノ
字

母

二
属

シ
、
上
下

ノ
ニ
位

ハ
清
精
従

心
邪

ノ
字
母

二
属

ス
。
侯
字

ハ

韻
列
ネ
テ
第

一
ノ
行

二
在

り
。
故

二
本
韻

二
随

ヒ
テ
音

り
定

ム
ル
ナ

リ
。
余

ハ
之

二
準

ゼ

ヨ
。

第
五
例
、
先
は
第

二
十

三
一
転
、
平
声

・
菌
音

・
第
二
清

・
四
等

（
心
母
）
に
あ

り
、
侯
は
第
二
十
七
転
、
平
声

ｏ
喉
音

・
濁
の
一
等
に
あ
る
。
依

っ
て
Ｌ
下
三
字
の

契
合
点
の

一５
一

（心
母
）
が
帰
字
と
な
る
。
同
韻

・
同
音

。
同
母
で
あ
る
が
切
字

と
帰
字
と
の
等
位
が
違

う

の
で
こ
れ
を

「異
位
音
和
」
或
は
　
三
同
音
和

一
と
い

う
。
等
位
が
一
等
と
四
等
と
違
っ
て
い
て
も
切
字

ｏ
帰
字
と
も
同
じ
心
け
で
あ
る
か

ら
、
実
質
的
に
は
四
同
青
和
と
何
等
変
る
も
の
で
は
な
い
。

「
第

一
ノ
行
」
と
は
第

一
等
位
の
こ
と
、

「故

二
」
と
は
一
等

０
四
等
が
同
字
母

で
あ
る
故
に
、

「本
韻

二
随
ヒ
テ
」
と
は
侯
の
属
す
る
一
等
の
出
に
帰
納
し
て
と
い

う
義
で
あ
る
。
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○
諸
氏
反

・
莫
蟹
反

ｏ
奴
罪
反

ｏ
弧
尽

反

ノ
類

ハ
、
声

ハ
去
音

ナ
リ
ト

雖

モ
、
字

ハ
上
韻

二
帰

ス
。
並

ビ

ニ
当

二
礼
部
韻

二
従

ヒ
テ
、
上
声

二
就

キ
テ
字

ヲ
帰

ス
ベ
シ
。

第
六

・
七
ｏ
八
・
九
例
、
こ
れ
を
表
解
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
諸
＝
第
十

一
転

ｏ
平
声

・
歯
音

。
第

一
清

・
二
等

・
（照
母
）

伏
氏
＝
第
四
転

ｏ
上
声

ｏ
歯
音

・
第
二
濁

・
二
等

ｏ
ｌ

（紙
韻
）

朝
職
＝
第
四
転

ｏ
上
声

。
歯
音

。
第

一
清

ｏ
二
等

・
（照
母
）

（紙
韻
）

〔
四
同
音
和
〕

唇

ｏ
清
濁

・
一
等

・
明
母

・

ｏ
濁

・
二
等

ｏ
ｌ
蟹
韻

・
清
濁

・
二
等

・
明
母

ｏ
蟹
韻

ｏ
清
濁

・
一
等

ｏ
泥
母

・

・
第

一
濁

・
一
等

ｏ
ｌ
賄
韻

ｏ
清
濁

ｏ
一
等

。
泥
母

・
賄
韻

清
濁

ｏ
四
等

・
明
母

・
第

一
濁

０
四
等

・
―
惨
韻

・
清
濁

ｏ
四
等

・
明
母

・
珍
韻

〔
異
位
音
和
〕

〔
四
同
音
和
〕

と
し
て
は
去
声
に
発
せ
ら
れ
て
居

っ
た
の
で
、
そ
れ
が
反
切
の
韻
字
と
な
っ
た
場
合

に
、
四
声
は
下
字
に
依
る
建
前
か
ら
、
帰
字
が
去
声
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

っ
た
。
そ

れ
を
避
け
る
よ
う
注
意
す
る
目
的
で
こ
の
四
例
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
上
声
の

濁
音
が
去
声
に
発
音
せ
ら
れ
る
こ
と
は
、
後
章
に

「
上
声
去
音
字
」
の
条
が
あ

っ
て

云

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
張
氏
の
時
代
に
お
け
る
一
つ
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
尤
も
、

後

の
章
で
も
示
す
よ
う
に
、
北
方

の
通
行
音
と
し
て
は
既
に
唐
代
か
ら
こ
の
現
象
が

あ

っ
た
の
で
あ
る
。
右
の
例
に
使
用
せ
ら
れ
た
反
切
下
字
の

「
氏

・
蟹

ｏ
罪

ｏ
尽
」

は
も
と
よ
り
上
声
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
濁
青
で
あ
る
た
め
、
実
際
音

は
去
声
に
移

っ
て
居

っ
た
の
で
あ
る
。

（現
代
の
北

京

官

話

で
も
す
っ
か
り
去
声

（第
四
声
）
に
な
っ
て
い
る
。
）
そ
れ
で
特
に
注
意
し
て
礼
部
韻
に
従

っ
て
上
声
に
帰

納
せ
よ
と
云

っ
た
わ
け
で
、
礼
部
韻
を
依
拠
と
し
た
の
は
そ
れ
が
科
挙
の
規
準
で
あ

っ
た
し
、
伝
統
的
な
古
典
的
読
書
音
を
伝
え
る
建
前
か
ら
も
当
然
と
言
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
当
時
広
く
文
人
の
机
上
に
は
礼
部
韻
が
必
備
せ
ら
れ
て
居

っ
た
で
あ
ろ
う
姿
も

想
像
せ
ら
れ
て
面
白
い
。
こ
の
条

の
挙
例
が

「何
々
反
」
と
あ
る
所
か
ら
観
る
と
、

唐
以
来
の
高

い
諸
説
を
雑
収
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
云
う
ま
で
も
な

く
、
宋
代

の
礼
部
韻
で
は
す
べ
て

「
何
々
切
」
で
示
さ
れ
て

い

た
筈

だ
か
ら
で
あ

アウ
。「

声

ハ
去
音
ナ
リ
ト
雖
モ
字

ハ
上
韻

二
帰

ス
」
と
は
反
切
下
字
の
実
際
声
調
は
去

声
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
帰
字
は
必
ず
韻
書
通
り
に
上
声
の
韻
に
帰
納
せ
よ
と
の
義
を

一小
し
た
の
で
あ
る
。

○
凡
ソ
難
字
ヲ
帰

シ
テ
正
音
ヲ
知
ラ
ズ
バ
、

即
チ
所
属
ノ
音

二
就
キ
、

四
声
ノ
内
、
任
意

二
一
易
字
ヲ
取
り
、
横
転
シ
テ
、
便
チ
之
ヲ
得

ヨ
。

第‐
莫
＝
三
十

一

陀
蟹
＝
十
五
転

斬
Ｑ＝
十
五転

耕奴＝
十
二転

罪
＝
十
四
転

斬
０
＝
十
四
転

」第
軒
＝
四
転

・

尽
＝
十
七
転

期
的
＝
十
七転

〔
四
同
音
和
〕

右

の
よ
う
に
こ
の
四
例
は
何
れ
も
音
和
で
何

の
奇
も
な
い
の
で
あ
る
の
に
特
に
掲
げ

た
わ
け
は
、
こ
の
時
代
に
は
、
古
典
音
と
し
て
の

「
上
声
の
濁
音
」
は
実
際
の
発
音

転

ｏ
入
声

ｏ

ｏ
上
声

・
喉

ｏ
上
士ぞ

唇

平
声
上
声
上
声

0  0 _L
上 上 声
吉 声 ・
・ ・ 唇
唇 歯 ・ 舌 歯 舌
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帰
納
し
た
文
字
が
む
ず
か
し
く
て
読
み
に
く
い
時
は
、
清
音
な
ら
清
音
、
濁
音
な

ら
濁
音
と
、
そ
の
字

の
属
し
て
い
る
縦
の
行
を
に
ら
ん
で
、
平
上
去
入
の
う
ち
、
ど

れ
で
も
よ
い
、
良
く
知

っ
て
い
る
字
を
さ
が
し
、
そ
の
字
を
軸
と
し
て
横
呼
し
て
見

て
正
音
を
知
る
が
よ
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
反
切
に
よ
つ
た
だ
け
で
は
十
分

に
字
音
を
知
り
難
い
と
い
う
当
時

の
青
韻
知
識

の
貧
し
さ
を
語

つ
て
い
る
一
条
で
、

そ
の
例
と
し
て
次

の

「
（
６
し
」
の
字
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

▽
文
中

の

「
不
知
正
音
」

の
四
字
が
永
禄
本

に
は

一
横
音
」
の
二
字
に
改
め
ら
れ
て

い
る
。
文
意
か
ら
推
せ
ば
、
や
は
り
不
知
正
音
の
方
が
筋
が
通
る
よ
う
だ
。

０
今
如

シ
千
竹
反
ナ
ラ
バ

《
６
》
字
ナ
リ
。
若
シ
嵩
字
ヲ
取

リ
テ
横
呼

セ
バ
、
則
チ
平
声

ノ
次
清

ハ
是
レ
樅
字
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ン
。
叉
樅
字
ヲ

以
テ
下
ノ
入
声
ヲ
呼
ベ
バ
、
則
チ

《
６
》

ハ
促

ノ
音

ナ
ル
ヲ
知
ラ

ン
。
タ
ダ
ニ
冬
韻
ノ
同
音
ノ
処
ヲ
以
テ
之
ヲ
観

レ
バ
見

ル
ベ
シ
。

こ
れ
を
第
十
例
と
す
る
。
千
は
第
二
十
三
転

・
平
声

。
歯
音

・
次
清

・
四
等

（清

母
）
、
竹
は
第

一
転

・
入
声

・
清

・
第
三
等

（屋
韻
）
、
こ
れ
の
帰
字
は
憑
切
門
法

に
よ
り
、
歯
音

・
次
清

ｏ
四
等

（清
母
、
屋
韻
）
の

《
６
し
字
で
あ
る
。
但
し
こ
の

字
は
用
例
が
少
な
く
説
文

に
見
え
る
だ
け
の
難
字
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
字
音
が
正
確

に
知
り
難
い
と
す
れ
ば
、
こ
こ
に
便
法
と
し
て
歯
音
中

の
嵩
字
を
取
り
、　
Ｔ
」
れ
を

取
る
の
は
全
く
任
意
で
あ
る
が
帰
字
と
同
じ
四
等
字
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
）
こ

れ
を
横
転
し
て
呼
ん
で
行
く
と
、
ま
ず
融
字
が
あ
り
、　
一‐東
冬
」
は
通
韻
で
あ
る
に

よ
っ
て
第
二
転
に
入
り
、
編

・
樅

ｏ
群
フ
膵

。ゥ
膵

ｏゥ
鷹

（叉
は
容
）
が
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
帰
字
と
同
母

の
樅
に
日
を
つ
け
、
こ
の
字
の
行

を

タ

テ
に
呼
び
下
す
と
、

《
９
じ

・
（
‐０
》

・
触
を
経
て

一‐促
」
の
音
に
到
達
す
る
。
そ
れ
で

（
６
》
は
促
と

同
音
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
、
云
々
。

然
し
、
こ
れ
は
極
め
て
大
ざ
っ
ぽ
な
方
法
で
、
何
処
ま
で
も

一
種
の
使
法
に
す
ぎ

な
い
。
だ
か
ら
、
古
典
的
に
正
音
を
知
る
と
い
う
点
か
ら

は
幼

稚

な
ゃ
り
方
で
あ

る
。
第

一
に
、　
一（一６
し
と
促
と
で
は

一‐屋

０
燭
」
の
韻
で
詩
賦
押
韻
の
際
に
は
通
用

す
る
け
れ
ど
も
、
正
し
い
同
韻
と
は
言
え
な
い
。
少
な
く
と
も
、
韻
図
の
．小
す
中
古

音
と
し
て
は
、　
二
６
一
は

「
シ
ユ
ク
」
、
促
は

「
シ
ヨ
ク
‐・．
な
筈
で
あ
る
ぃ
た
だ
張

氏
の
在
世
し
た
南
宋
時
代
に
は
既
に
こ
の
両
青
に
区
別
が
無
く
な
っ
て
‐
‐‐
―
た
と
見
ら

れ
る
。

（注
↓

元

の
時

代

の

一‐中

原

音
韻
」

、́
は
促

（燭
韻
）

ｏ

３２
　

（屋

韻
）
同
音
で
、
何
れ
も
上
声
に
変
じ
て
居
り
、
現
代
で
は
北
京
音
も
江
南
音
も
広
東

音
も
、
促

・
蹴

（
（
６
》
と
同
音
字
）
同
音
、
粟

ｏ
粛
も
同
音
で
あ
る
。

「
観
之
可

見
也
」
は
、
之
れ
を
よ
く
観
察
す
れ
ば
正
音
を
発
見
し
得
ら
れ
る
の
義
で
あ
ろ
う
。

（注
１
）
唐
末
、
李

（”
２
の
「刊
誤
」
は
東
冬
中
終
の
別
を
非
難
し
て
い
る
か
ら
、
当
時

長
安
地
方
で
は
屋
燭
の
差
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
叉
、
雑
常
培

「唐
五
代
西

北
方
音
」
の
推
定
結
果
も
東
鍾
同
韻
と
あ
る
。

六
、
横

　

　

呼

　

　

韻

こ
の
条
は
専
ら
韻
図
の
等
韻
的
構
成
を
讃
歎
し
た
も
の
で
、
反
切
と
は
始
ど
関
係

が
な
い
。
そ
れ
も
、
解
釈
語
句
の
内
容
が
極
め
て
ぼ
ん
や
り
し
て
い
て
要
領
を
得
ぬ

書
き
ぶ
り
で
あ
る
。

○
人
皆

一
字

ノ
四
声

ヲ
紐

ス
ル
ヲ
知

レ
ド
モ
、
十

六
声

ア
リ
テ
存

ス
ル

ヲ
知

ラ
ズ
。
蓋

シ
十
六
声

ト

ハ
コ
レ
平

上
去
入

ヲ
モ
ツ
テ
各

々
横
転

ス
ル
ノ
故

ナ
リ
。

一
一
字
紐
四
声
」
と
は
、
平
声
で
一
東
韻
と
言
え
ば
、
上
声
の
市
韻
も
、
去
声
の
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送
韻
も
、
入
声
の
屋
韻
も
、
全
く
同

一
の
法
則
に
よ
つ
て
構
成
せ
ら
れ
、　
一
つ
の
紐

帯
に
よ
つ
て
結
ば
れ
て
い
る
よ
う
だ
と
の
義
で
あ
る
。
こ
れ
は
下
に
解
説
す
る

「
四

声
定
位
」
と
同
じ
こ
と
を
指
し
た
の
で
あ
り
、
梁
の
沈
約

の

「
四
声
譜
」
も
こ
れ
に

外
な
ら
な
い
。

「
十
六
声
」
と
い
っ
た
意
義
は
次
の
節
に
例
示
し
て
い
る
通
り
、
平

上
去
入
の
各
韻
に
、
清

。
次
清

。
濁

・
清
濁
の
四
種
の
音
質
が
あ
る
に
よ
つ
て
、
四

四
十
六
声
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
七
音
の
う
ち
、
歯
音

ｏ
喉
音

・
舌
音
歯
の
場
合
は

必
ず
し
も
四
種
が
並
列
せ
ら
れ
て
居
な
い
こ
と
は
、
韻
鏡

の
図
を

一
見
す
れ
ば
明
ら

か
で
あ
る
が
、
根
本
原
則
と
し
て
は
清

ｏ
次
清

・
濁

・
清
濁
の
四
種
に
違
い
な
い
か

ら
、　
一
応
筋

の
通
ら
ぬ
わ
け
で
は
な
い
。
然
し
、
張
氏
が
頻
り
に
十
六
声
云
々
と
い

う
の
は
、
大
き
な
誤
解
か
ら
来
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
れ
は
次
々
と
述

べ
て
行

く
こ
と
に
よ
つ
て
明
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

〇
且

二
如
シ
、
東
字
韻
ノ
風
豊
馬

《
２０
》
ナ
ラ
バ
、　
コ
レ
一
ノ
平

声
ナ

レ
ド
便
チ
四
声

ア
リ
。
四

テ
≠

之

ヲ
四

二
ス
、
遂

二
十
一↑

ナ

ル
。

前
節
で
説
明
し
た
通
り
で
、　
一
東
韻
な
ら
ば
、平
声
の
二
等
に

「
風
豊
馬

《
２０
）
」

が
あ
り
、
上
声
に
は
な
い
が
去
声
の
三
等
に
は

「
諷

《
１２
》
鳳
夢
」
が
あ
り
、
入
声

の
二
等
に
は

「
福
崚
伏
目
」
が
あ
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
平
上
去
入
を
合
せ
る
と
十

六
字
が
相
関
し
た
字
音
で
あ
る

。
こ
の
よ
う
に
上
下
左
右
に
関
連
し
て
い
る
の
が
等

韻
図
の
一
大
特
色
で
、
ち
よ
う
ど
日
本

の
五
十
音
図
の
本
質
と
同
様
な
価
値
を
も
っ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

０
故

二
古
人
切
韻
ノ
詩

ニ
ロ
ク
、　
一
字
縦
横
ヲ
紐
ビ
、
分
レ
テ
ハ
十
六

声
ヲ
敷
ブ
、

卜
。
今
、
韻
鑑

二
集
ム
ル
所

ハ
各
々
ス
デ

ニ
詳
備
ス
。

こ
の
古
人
を
切
要
抄
に
は

「
大
恵
禅
師
」
で
あ
る
と
云

っ
て
い
る
が
何
に
依

っ
た

も
の
か
わ
か
ら
ぬ
。
大
恵
禅
師
と
い
う
の
も
唐
に
二
人
、
宋
に

一
人
あ
る
。
諸
抄
大

成
は
宋
代

の
宋

《
２‐
》
を
そ
れ

に
充

て
た
が
、
宋

《
２‐
》
は
隆
興
元
年

（
一
一
六

三
）
示
寂
と
あ
る
か
ら
張
麟
之
が
第

一
序
を
書
い
た

（従

っ
て
こ
の
横
呼
韻
の
条
を

も
書
い
た
と
思
わ
れ
る
年
）
紹
興
三
十

一
年

（
一
一
六

一
）
よ
り
二
年
の
後
に
亡
く

な
っ
た
の
だ
か
ら
、
古
人
の
義
に
は
副

わ
な
い
。
問
答
抄

（注
１
）
は
、
そ
れ
で
、

こ
の
古
人
云
々
は
第
二
序
を
書
い
た
時
挿
入
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
押
し
つ
け
て
い
る

が
確
か
な
証
が
な
い
以
上
こ
れ
も
納
得
が
い
き
か
ね
る
。
果
し
て
大
恵
禅
師
の
詩
だ

と
す
れ
ば
、
宋

《
２‐
》
ょ
り
も
寧
ろ
唐
の
一
行
を
そ
の
人

と
観

た
方
が
よ
い
。

一

行
は
真
言
宗
七
祖

の
一
人
で
、
暦
象

ｏ
陰
陽
五
行
の
学
に
精
し
く
、
摂
調
伏
蔵
六
十

巻

・
開
元
大
街
暦
五
十
二
巻

・
大
日
経
疏
二
十
巻
の
著
者
と
し
て
名
高
い
。
開
元
十

五
年
示
寂
と
あ
れ
ば
孫
面
が
唐
韻
序
を
書
い
た
天
宝
十
年

に
先

だ

つ
こ
と
二
十
五

年
で
あ
る
。
江
永
の
四
声
切
韻
表
に
、

「
唐
ノ

一
行
、
誤
ツ
テ
、
上
去
ハ
自
ラ
清
濁

ヲ
為

ス
ト
謂

ヘ
リ
睦
と
見
え
る
か
ら
、
音
韻
に
見
識
を
も

つ
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら

れ
る
。

「
上
去

ハ
自
ラ
清
濁
ヲ
為

ス
」
と
は
、
次
条
に
説
く

「
上
声
去
音
字
」
の
こ

と
と
思
わ
れ
る
が
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。
盛
典
の

「
韻
鏡
易
解
大
全
」
に
も

一
行

の
大
日
経
疏
を
盛
ん
に
引
き
、
叉

一
行
の

「
字
母
表
」
を
も
引
い
て
い
る
。

さ
て
、
こ
こ
の
切
韻
詩
が
若
し
店
の
一
行

（大
恵
禅
師
）
の
作
だ
と
す
れ
ば

「
一

字
縦
横
ヲ
紐
ブ
」
と
い
つ
た
の
は
前

の

「
一
字
四
声
ヲ
紐

ス
」
と
似
た
よ
う
な
表
現

で
は
あ
る
が
、
当
時
は
ま
だ
韻
鏡
式
の
韻
図
の
無
か
っ
た
時
代
だ
か
ら
、
そ
の
指
す

所
は
恐
ら
く
空
海

の
文
鏡
秘
府
論
に
見
え
る
よ
う
な
韻
紐
図
か
、
叉
は
唐
代
に
盛
行

し
た
九
弄
図
に
類
す
る
も
の
を
基
礎
と
し
た
立
言
で
あ
ろ
う
。
し
て
見
る
と

「
分
カ

レ
テ
十
六
声
ヲ
敷
ブ
」
の
十
六
声
に
は
清

・
次
清

ｏ
濁

ｏ
清
濁

は
全

く
関
係
が
な
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く
、
九
弄
図
の
基
本
図
が
上
段
十
六
字
、
下
段
十
六
字
に
な
っ
て
い
る
の
を
指
し
た

に
違
い
な
い
。
そ
れ
を
張
氏
は
韻
鏡
に
も
当
て
は
ま
る
理
法
だ
と
誤
解
し
て
頻
り
に

十
六
声
を
ふ
り
か
ざ
し
て
説

い
た
の
で
あ
る
。
肝
腎
の
清

。
次
清
の
差
別
そ
の
も
の

は
晩
唐
と
い
わ
れ
る
守
温
の
韻
学
残
巻
で
も
、
そ
の
実
体
を

「
帰
処
不
同
」
と
称
し

て
認
識
し
て
は
い
た
が
、
ま
だ
名
日
化
せ
ら
れ
て
い
な
い
程
度

の
も
の
で
、
北
宋

ｏ

南
宋
の
交
の
沈
括

の

一‐夢
漢
筆
談
」
に
、
清

・
次
清

ｏ
濁

・
不
清
不
濁
の
語
が
初
見

す
る
と
云
わ
れ
る
位
だ
か
ら
切
韻
詩
は
全
然
違
う
も
の
を
指
し
て
い
る
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

（Ⅲ
鏡

の
研
究
、　
一
一
四
頁
、
三

一
四
頁
参
照
）

（注
１
）
韻
鏡
間
答
抄
、
湯
浅
重
慶
、
貞
享
四
年
刊
。

○
タ
ダ

一
二
ノ
韻
ワ
モ
ツ
テ
、
只
平
声
ノ
五
音

二
随
ヒ
テ
相
続
ケ
テ
横

呼
セ
ヨ
。
調
熟
ス
ル
ニ
至

レ
バ
、
或

ハ
佗
韻

二
、
或

ハ
側
声
ノ
韻

ニ

遇
フ
ト
モ
、
党

二
能
ク
音
ヲ
選
ビ
、
之
ヲ
読
ミ
テ
的
中

セ
ザ
ル
無
カ

一ワ

ン

。

横
呼
の
練
習
を
奨
め
た
の
で
あ
る
。
わ
ず
か

一
つ
か
二
つ
の
韻
で
よ
い
、
そ
れ
も

平
声
だ
け
の
韻
で
よ
い
か
ら
、
五
音

（唇
舌
牙
歯
喉
）
に
沿
う
て
横
呼
し
て
熟
練
す

れ
ば
、
或
は
知
ら
ぬ
Ⅲ
や
、
上
去
入
の
相
で
も
正
確
に
発
音
し
得
る
よ
う
に
な
る
で

あ
ろ
う
、
と
い
う
。

Ｏ
今
、
ホ
ボ
ニ
韻
り
挙
ゲ
テ
式
ト
ナ
サ
ン
、　
Ｉ
一冬
韻
」
。

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
、
空
位
の
分

（蒙
中
雄
の
如
き
）
は
第

一
転
の
で
代
用
し

た
。
但
し
、
第

一
転
の
明
母
に
あ
た
る
字
を
第

一
等
の
蒙
と
し
た
の
と
、
歯
音
の
体

母
に
属
す
る
字
は
第

一
転
に
も
第
二
転
に
も
無
い
の
で
、
第

一
転
の
禅
母
の
字
を
代

用
し
た
の
と
が
少
し
妙
で
あ
る
が
要
す
る
に
使
宜
に
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

〇

「
一
先
韻
」
。
辺

（
篇
）

《
２４
》
眠
。
頭
天
田
年
。
堅
牽

（
虔
）
研
。

箋
千
前
先

（
涎
）
。
煙
祓
賢

（
延
）
。
蓮

（
然
）
。

下
平
声
、　
一
先
出
を
例
と
し
た
。
韻
鏡
で
は
第
二
十
三
転
の
平
声
第
四
等
の
字
で

あ
る
。
例
に
よ
つ
て
■
位
の
分
は
第
二
十

一
転
仙
韻
の
文
字

「篇
虔
涎
延
然
」
を
補

っ
た
。
そ
の
う
ち

一
然
」
だ
け
が
三
等
だ
が
日
母
は
第
十
三
転
を
除
い
て
全
く
四
等

字
が
な
い
の
だ
か
ら
止
む
を
得
な
い
。
つ
ま
り
単
行
三
四
等
同
韻

と
考
え
れ
ば
よ

い
。
か
く
横
呼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
音
と
韻
と
の
区
別
に
熟
し
、
七
音
の
特
色
も
お

の
ず
か
ら
会
得
す
る
道
理
だ
。

七
、
上

声

去

音

字

〇
凡

ソ
平
側

ヲ
以

テ
字

ヲ
呼

ブ

ニ
、
上

声

二
至

リ
テ
多

夕
相
犯

ス
。

（
割
注
。
東

・
同

ミ
ナ
継

グ

ニ
音
声

ワ
以

テ
シ
、
刀

・
陶

ミ
ナ
継

グ

ニ
祷
声

ワ
以

テ
ス
ル
ノ
類

ノ
如

シ
。
）

上
声
の
文
字
の
発
音

（特
に
ア
ク
セ
ン
ト
）
の
む
ず
か
し
い
こ
と
を
説
い
た
の
で

あ
る
　
注
の
例
に
よ
れ
ば
南
宋
の
当
時
、
平
仄
同
趣
の
文
字
を
連
呼
す
る
の
に
、
第

一
転
な
ら
ば
、
東
、

（平
声
清
音
）
董

（上
声
清
音
）

・
同

（平
声
濁
音
）
竜

（

・
１１

声
消
音
）
の
如
く
、
第
二
十
五
転
な
ら
ば
、
刀

（平
声
清
）
蒔

（
上
声
清
、
倒
と
同

音
）

ｏ
陶

（平
声
濁
）
蒔

（上
声
清
）
の
如
く
呼

ん

だ

と

い
う
。
平
声
の

一同
」

封
本
逹
劇
。申
頌
ヱ
峠
黙
器
黄

鐘
街
備
春
鮎
。と
匈
”
本
９
ｔ
登
「０

第
二
転
の
二
等
字

（実
は
冬
韻
で
な
く
て
鉗
韻
）
を
右
方
か
ら
左
万

へ
横
呼
し
た
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「
陶
」
は
濁
音
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
つ
づ
く
の
は
上
声
の
濁
音
で
あ
る
所
の
「
動
」

「
道
」
で
あ
る
べ
き
筈
な
の
に
、
当
時

の
習
慣
と
し
て
上
声
の
清
音
に
呼
ぶ
癖
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
故
で
あ
る
か
と
い
う
に
、
上
声
の
濁
音
は
声
調

の
関
係

上
、
上
声
と
し
て
は
発
音
が
で
き
ず
、
去
声
と
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
、
致
万
な
く

上
声
の
清
で
こ
れ
に
代
え
る
わ
け
で
あ
る
。

○
古

人

ノ
韻

ヲ
制

ス

ル
、
間
、
去

声

ノ
字

ヲ
取

リ

テ

上
声

二
参

入

セ

シ

者

ハ
、

正

二
清

濁

ヲ

シ
テ
弁

ズ

ル
所

ア
ラ

シ

メ

ン
ト

欲

セ
シ
ノ
、１

（
割

注
。　
一
董
韻

二
動

字

ア
リ
、

三
十

二
皓
韻

二
道

字

ア

ル
ノ
類

ノ

如

シ
。

）

一
董
韻

（
上
声
）
の
濁
音

「
動
」
、
三
十
二
皓
韻

（
上
声
）
の
濁
音

「
道
」
は
南

宋
代
す
で
に
実
際
音
は
去
声
に
変

っ
て
い
た
と
見
え
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
い
う

ま
で
も
な
く
時
代

に
よ
る
声
調

の
変
遷
と
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
叉
、
地
域
に
よ
っ

て
差
も
あ
っ
た
の
で
あ
る

（注
１
）
ｏ
然
る
に
、
張
氏
は
此
の
現
象
を

以
て
古
人
制

韻
者
の
故
意
に
出
た
も
の
と
観
て
い
る
。
古
人
は
わ
ざ
と
去
声
字
を
上
声
字
の
中
に

混
じ
て
置
い
て
韻
書
を
作
り
、
後
来
者
を
し
て
清
濁
を
正
し
く
弁
別
さ
せ
よ
う
と
し

た
。
故
に
上
声
字
で
も
濁
音
の
時
は
去
声
に
呼
ぶ

べ
き

で

あ
る
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
非
常
に
誤

つ
た
説
で
、
四
声
の
時
代
的
変
遷
を
理
解
せ
ぬ
僻
論
と
い
う

外
は
な
い
。

（注
１
）
明
の
趙

（
２９
）
光
の
「
説
文
長
箋
」
に

「
上
声
濁
音
ノ
字
ヲ
北
人
読
ン
デ
去
声
ト

ナ
ス
。
南
人
ハ
甚
ダ
清
瞭
ニ
シ
テ
読
ミ
難

キ
ヨ
ト
ナ
シ
。」
（磨
光
韻
鏡
、
索
隠
十

八
丁
ウ
、
所
引
）

○
或
ル
者

ハ
知
ラ
ズ
シ
テ
、
徒
ラ
ニ
韻
策

二
分

ツ
テ
四
声
ト
ナ
ス
ニ
泥

ミ
、
上
声

二
至

リ
テ
多

ク
例

シ
テ
第

二
側

二
作

リ
テ
之

フ
読

メ
リ
。

コ
レ
殊

二
変

ヲ
知

ラ
ザ

ル
ナ
リ
。
若

シ
果

シ
テ
然

リ

ト
ナ
サ
バ
、
則

チ
士

ヲ
以

テ
史

ト
ナ
シ
、
上

ヲ
以

テ
賞

ト
ナ
シ
、
道

ヲ

以

テ
祷

ト
ナ

シ
、
父
母

ノ
父

ヲ
以

テ
甫

ト
ナ
ス

モ
可

ナ

ラ
ン
ヤ
。
今
、
逐
韻
、
上

声

ノ
濁
位

ハ
並
ビ

ニ
当

二
呼

ン
デ
去
声

ト
ナ
う
含

ソ
。
観

ル
者

熟
思

セ
バ
、
乃

チ
古
人
韻

ヲ
制

ス
ル
ノ
端

二
深
旨

ア
ル
ヲ
知

ラ
ン
。

「相
策
」
は
広
韻

・
集
韻
な
ど
の
服
書
、

「第
二
側
」
の
義
は
不
明
だ
が
文
勢
か

ら
推
せ
ば
、
上
声
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。

（私
抄
略
に
は
上
声

で
あ
る
と
し
て
い

る
。
）

「
士
」
は
第
八
転
上
声
濁
音
、

「史
」
は
同
じ
く
清
音
、

「
上
」
は
第
二
十

一
転
上
声
濁
音
、

「賞
」
は
同
じ
く
清
音
、

「道
」
は
第

二
十

五
転
上
声
濁
音
、

「
薦
」
は
同
じ
く
清
音
、

「父
」
は
第
十
二
転
上
声
濁
音
、

「甫
」
は
同
じ
く
清
音

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
韻
書
に
は
士
史

ｏ
上
賞

・
道
蒔

ｏ
父
甫
を
共
に
上
声
に
収
め

て
い
る
け
れ
共
、
実
際
音
と
し
て
は

「
±

ｏ
上

・
道

ｏ
父
」
は
去
声
に
、

「史

・
賞

ｏ
蒔

・
甫
」
は
上
声
に
発
し
て
区
別
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
条
に
よ
つ
て
宋
代
に
上
声
濁
音
の
消
失
現
象
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
知

ら
れ
る
が
、
こ
の
現
象
は
早
く
す
で
に
唐
代
に
注
目
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
多
分
、

北
方
の
地
方
音
と
し
て
徐
々
に
そ
の
勢
力
を
伸
長
し
て
行
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
漢

字
音
が
日
本
に
伝
入
せ
ら
れ
る
毎
に
、
そ
れ
に
伴
っ
て
こ
の
説
も
相
当
な
勢
で
転
人

せ
ら
れ
た
ら
し
い
。
早
く
は
平
安
時
代
の

一‐悉
曇
蔵
」

（
八
八
〇
年
）
に

「
上
中
ノ

重
音
ハ
去
卜
分
タ
ズ
睦
と
あ
る
の
や
、

「
和
名
抄
」

（九
二

一
―
九
二
七
）
に
見
え

る

「
上
声
之
重
」
と
い
う
注
記
が
そ
れ
で
あ
る
。
当
時
の
音
韻
観
念
か
ら
云
え
ば
、

「重
」
は

「
濁
」
に
当
る
。

〓

一
の
例

を
挙
げ

る
と
、
和
名
抄

（十
巻
本
）
に
は
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「
項

ｏ
腎

・
痔

ｏ
乳

《
２５
》

ｏ
（元

）
」
な
ど
皆

「
上
声
之
重
」
と
注
せ
ら
れ
、
六

字
と
も
広
韻
で
は
上
声
に
属
す
る
が
、
現
代
北
京
音
で
は

「
項

ｏ
腎

・
痔
」
が
去
声

に
変
じ
て
い
る
。
韻
鏡
に
照
ら
す
と
こ
の
三
字
は
純
然
た
る
上
声
濁
音
字
で
、
他
の

三
字
は
清
と
濁
と
の
二
音
を
有
し
、
叉
は
清
濁
音
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
に
挙

げ
ら
れ
た

「
±

ｏ
道
」
も
北
京
音
で
は
去
声
で
あ
り
、

「
上

・
父
」
は
上
声
と
去
声

と
の
二
声
調
を
兼
有
し
て
い
る
。
平
安
末
に
編
せ
ら
れ
た
藤

原

宗

忠
の

一‐作
文
大

体
」

（巻
首
に
大
江
朝
綱
述
と
あ
る
か
ら
内
容

の
年
代
は
も
少
し
逆
の
ぼ
ろ
う
。
）

に
も
、
そ
れ
ら

の
系

を

う
け
て
、

「
上
声
ノ
重

ハ
去
声

二
渉
り
、
去
声
ノ
軽

ハ
上

声

二
渉
り
、
互
二
分
別

シ
難

シ
睦
と
あ
る
。
な
お
張
氏
の
説
に
対
し
釈
文
雄
は
激
し

い
口
調
で
非
難
し
、

「
張
氏
亦
郷

音
に
依
る
、
益
し
誤

れ
り
睦
と
い
っ
て
い
る
。

（索
隠
、
十
八
丁
ウ
、
参
照
）
確
か
に
こ
の
条
項
は
中
国
の
読
書
音
と
土
音
と
の
関

係
を
含
む
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
同
時
に
宋
代

の
実
際
音
を
示
す
具
体
的
な
例
証
と

も

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（未
完
）

「
難
　
　
宇
　
　
永
」

ｒ
♂
が
響
濯
■
悦
♯
茅ぽ
濯
明
けで藤

（“
）
　

（
″
）
　

（
β
）
　

（
′
）
　

（
力
）
　

（
ガ
）

（
２２
）

´
お
）

　

（
４
）
　
（
万
）

（メ
）

（
２９
）

（メ
）

（
イ
）

（
“
）

猥
几番
分
郷
浄
ス
先
昇
蒟
解
疹
清
曽
」率

（
副
）

（
″
）
　

（
お
）

（
針

）

（
ぉ
）

（
錨

）

（
研
）

（
“
）

鉄
農
合
薇
場
銃
間
閻
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